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八女黒木大藤まつり
統一地方選挙について
子育て世代包括支援センターを開設
公共交通をご利用ください  

熱中 !

  集中 !

　ものづくり !

     　 「あつまれ！元気もんフェア」開催

３月２日㈯、げんき館おおぶちで小学生などを対象に「第12回あつまれ！元気もんフェア」が行われました。
参加した児童約500人は、25種のものづくりコーナーと6つの無料体験コーナーなどで、工作をはじめ健康・環境・人権
などについて学習しました。
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◦
日
時
＝
４
月
15
日
㈪
10
時
30

分
～

◦
会
場
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内

　

藤
の
開
花
の
大
願
成
就
を
た
た

え
る
た
め
藤
の
根
元
に
お
神
酒
を

注
ぐ
神
事
。
か
つ
て
の
戦
火
や
大

火
の
際
、
損
傷
を
受
け
た
藤
に
酒

の
か
す
を
根
元
に
与
え
樹
勢
が
回

復
し
た
と
い
う
故
事
に
ち
な
み
、

毎
年
開
花
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
ま

す
。

◦
期
間
＝
４
月
16
日
㈫
～
５
月
6

日
㉁

◦
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
会
場
＝
物
産
展
会
場

　

黒
木
の
特
産
品
や
季
節
野
菜
の

ほ
か
、
い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
、
だ
ご

汁
な
ど
の
郷
土
料
理
の
販
売
も
あ

り
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
21
日
㈰
10
時
～

15
時

◦
受
付
＝
物
産
展
会
場
ほ
か

【
限
定
１
５
０
人
】

◦
参
加
料
＝
５
０
０
円

　

藤
棚
を
拠
点
に
、
黒
木
の
大
藤
、

津
江
神
社
、
学
び
の
館
、
下
町
通

り
公
園
を
散
策
し
ま
す
。（
八
女

市
商
工
会
黒
木
地
区
青
年
部
）

◦
日
時
＝
４
月
中
旬
～
５
月
初
旬

18
時
30
分
～
22
時

◦
場
所
＝
黒
木
の
大
藤

　

ま
つ
り
期
間
中
、
黒
木
の
大
藤

（
国
指
定
）
の
株
を
中
心
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。
夜
の
大
藤
の

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
体
験
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
20
日
㈯
～
30
日
㉁

◦
場
所
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内
東
詰

　

八
女
市
商
工
会
黒
木
地
区
女
性

部
に
よ
る
無
料
の
湯
茶
接
待
で
す
。

八
女
の
お
い
し
い
お
茶
を
存
分
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈰
～
30
日
㉁

11
時
～
15
時

◦
場
所
＝
ま
ち
な
み
交
流
館

　

表
構
え
を
残
す
居
蔵
造
の
町
家

「
旧
松
木
家
住
宅
」
で
だ
ご
汁
な
ど

の
田
舎
料
理
を
い
た
だ
け
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
15
日
㈪
～
５
月
6

日
㉁

◦
場
所
＝
旭
松
酒
造
・
後
藤
酒

藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
典

物
産
展

黒
木
名
所
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
藤
の
花
の
開
花
状
況
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
日
程
は　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

無
料
湯
茶
接
待

さ
く
ら
茶
屋

大
藤
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

蔵
開
き

期
間
／
４
月
16
日
㈫
～
５
月
６
日
㉁
　
会
場
／
素す
さ
の
お

盞
嗚
神
社
周
辺

八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り

案内
図 map

◦物産展！
◦スタンプラリー！
◦大藤ライトアップ！
◦無料湯茶接待！

※道路の横断は横断歩道をお使いください。

◦黒木支所
（黒木町観光協会）

◦
学びの館

（旧隈本家住宅）

◦福岡銀行

◦◦

◦

◦

矢部川◦「ふじの里」黒木警部交番 ◦

←上陽・星野 ←
笠
原

→矢部

物産展会場

津江神社の大樟★

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

◦

●●●

●●●

●●●

●●●

★黒木の大藤
●●●

●●●

●●● ●●●国道442号 後
藤
酒
造
場

旭
松
酒
造

体育センター

総
合
案
内
所

旧
松
木
家
住
宅

←
八女市街

黒木の古い町並み

歩行者専用
（9時～17時）

※案内所に周辺マップを用意しています。

◦
観
光
協
会

案
内
所

素
す さ の お

盞嗚神社
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造
場

　

八
女
黒
木
の
豊
か
で
良
質
な
水

と
米
で
造
ら
れ
た
日
本
酒
や
こ
だ

わ
り
の
焼
酎
が
味
わ
え
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
20
日
㈯
～
５
月
6

日
㉁

◦
場
所
＝
樋
口
善
造
ア
ト
リ
エ

　

地
元
の
四
季
折
々
の
自
然
や
町

並
み
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
創
作

活
動
を
続
け
る
洋
画
家
の
油
絵

展
。

◦
期
間
＝
４
月
20
日
㈯
～
５
月
6

日
㉁

◦
場
所
＝
鏝
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

左
官
職
人
が
使
う
こ
て
で
漆
喰

を
塗
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
描

い
た
作
品
。

◦
期
間
＝
４
月
20
日
㈯
～
30
日
㈷

◦
場
所
＝
ふ
た
り
工
房
（
川
口
家
）

　

藍
染
の
糸
で
自
由
気
ま
ま
に
編

み
あ
げ
た
手
作
り
の
作
品
と
、
木

の
ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
た
小
さ
な

楽
し
い
木
工
品
が
並
び
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
20
日
㈯
～
５
月
6

日
㉁　
※
期
間
中
不
定
休
あ
り

◦
場
所
＝
と
う
り
ゃ
ん
せ

　

食
卓
を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
る

癒
し
の
器
た
ち
。
ま
つ
り
期
間
中

焼
き
物
全
商
品
２
割
引
。

◦
期
間
＝
４
月
23
日
㈫
～
30
日
㉁

◦
場
所
＝
佳
空
窯

　

陶
器
、
墨
や
絵
の
具
に
よ
る
絵
、

書
な
ど
。
他
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
、

幾
人
か
の
作
家
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
世
界
を
楽
し
く
表
現
し
て
い
ま

す
。

◦
期
間
＝
４
月
20
日
㈯
～
５
月
6

日
㉁
10
時
～
17
時

◦
場
所
＝
古
民
家
カ
フ
ェ
「
く
ろ

き
」

　

築
約
１
３
０
年
の
古
民
家
で
コ

ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
商
品
、
輸
入
雑
貨
販
売
も
あ
り

ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈰
10
時
～

15
時

◦
場
所
＝
冨
田
医
院
敷
地
内
「
峯

雪
庵
」

　

坂
本
繁
二
郎
画
伯
の
奥
様
ゆ
か

り
の
茶
室
『
峯
雪
庵
』
に
て
年
に

１
回
の
一
般
公
開
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

茶
会
。

◦
日
時
＝
４
月
21
日
㈰
10
時
～

15
時

◦
場
所
＝
樋
口
本
家

　

築
１
０
０
年
以
上
の
古
民
家
で

手
づ
く
り
の
か
わ
い
い
小
物
が
年

に
１
日
だ
け
並
び
ま
す
。
お
気
に

入
り
の
も
の
と
出
会
え
る
と
思
い

ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
20
日
㈯
～
5
月
6

日
㉁
11
時
～
18
時

◦
場
所
＝
い
な
か
ふ
ぇ
黒
木
店

　

藤
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
イ
ー
ツ

＆
飲
み
物
を
く
つ
ろ
ぎ
空
間
で
楽

し
め
ま
す
。テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
Ｏ
Ｋ
。

◦
日
時
＝
４
月
29
日
㈷
10
時
～

16
時　

◦
場
所
＝
天
空
の
茶
屋
敷

　

日
本
の
原
風
景
が
残
る
笠
原
地

区
に
お
い
て
、
地
域
資
源
の
紹
介

や
、
和
ろ
う
そ
く
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

◦
期
間
＝
5
月
3
日
㈷
～
５
月
５

日
㈷
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
物
産
展
会
場
西
側

　

エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。（ 

子
ど
も
対
象
）

◦
期
間
＝
通
年
（
※
3
日
前
ま
で

の
予
約
が
必
要
）

◦
場
所
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
八
女
（
☎
４
２・２
４
０
０
）

　

森
の
持
つ
癒
し
効
果
を
科
学
的

に
解
き
明
か
し
、
心
と
身
体
の
健

康
に
活
か
す
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」

を
五
感
で
感
じ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
。

⃝

運
行
日
＝
４
月
27
日
㈯
・
28

日
㈰

⃝

コ
ー
ス
＝
Ｊ
Ｒ
久
留
米
駅
西
口

（
西
鉄
久
留
米
駅
前
日
生
ビ
ル
前
）

→
黒
木
の
大
藤

⃝

時
間
＝
《
久
留
米
発
》
10
時
→

（
10
時
10
分
）
→
黒
木
、《
黒
木
発
》

13
時
→
久
留
米

⃝

料
金
＝
大
人
片
道
８
０
０
円

（
小
・
中
学
生
半
額
、
小
学
生
未

満
無
料
）
※
大
藤
保
存
協
力
金
と

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

樋
口
善
造
油
絵
展

佳
空
窯

「
空
と
、
月
と
。
猫
と
。」
展

江
戸
千
家
藤
ま
つ
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会

エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

矢
部
川
く
す
べ
ぇ

藍
染
ニ
ッ
ト
・
木
遊
び
展

「
絵
と
う
つ
わ
」

と
う
り
ゃ
ん
せ

酒
井
武
雄
鏝こ

て
え絵
展

小
間
物
ひ
ぐ
ち

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験

八
女
抹
茶
ス
イ
ー
ツ
フ
ェア

【藤の開花状況】
黒木町観光協会ホームページ内のウ
ェブカメラで見ることができます。
http://www.townkurogi-ta.jp/

【問い合わせ】
▷黒木支所産業経済課（☎４２・１１１５）
▷黒木町観光協会（☎４２・９１９０）

い
や
し
の
森

（
和
ろ
う
そ
く
等
の
展
示
）

藤
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア

シ
ャ
ト
ル
バス
運
行

（
久
留
米
往
復
便
）
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八
女
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
内
の
投
票
所
は
左
記
の
25
か
所
で
す
。

あ
な
た
が
投
票
す
る
会
場
と
時
間
は
、
お

届
け
す
る
入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
に
は
す
べ
て

選
挙
権
が
あ
り
ま
す
が
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
選
挙
で
投
票

で
き
る
の
は
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
り
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

【
年
齢
居
住
要
件
】

　

平
成
13
年
４
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
31
年
1
月
13
日
ま
で
に
八
女

市
に
転
入
届
出
を
し
て
引
き
続
き
八
女
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
。

　
投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出
し
た
人
は
、

投
票
日
に
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
転
出
前
に
期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
、

出
産
が
近
い
な
ど
の
理
由
で
当
日
投
票
所

へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
（
見
込
み
の
）
人

は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
投
票
の
際
に
は
「
投
票
所
入
場
券
」

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
届
い
て
い
な
い
時

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

【
八
女
市
役
所
１
０
３
会
議
室
】

【
上
陽
支
所
小
会
議
室
】

【
黒
木
支
所
第
５
会
議
室
】

【
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
１
０
１
研
修
室
】

【
矢
部
公
民
館
】

【
星
野
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室
】

▽
期
間
＝
4
月
15
日
㈪
～
４
月
20
日
㈯

▽
時
間
＝
８
時
30
分
～
20
時

　

期
日
前
投
票
期
間
中
は
、
お
住
ま
い
の

地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
右
記
の
6
か
所
ど

こ
で
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

４
月
７
日
日 

県
知
事・
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
21
日
日 

八
女
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
は
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

投
票
は
7
時
～
20
時

（
一
部
の
投
票
所
は
7
時
～
19
時
）

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

◉
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
八
女
市
役
所
総
務
課
内

☎
２
３・１
１
１
１
）

投票所名 投票会場 投票時間

第  1投票所 福島小学校体育館 ７時～ 20時

第  2投票所 八女市民会館交流室Ａ
（おりなす八女） ７時～ 20時

第  3投票所 長峰小学校体育館 ７時～ 20時

第  4投票所 八女市総合体育館研修室 ７時～ 20時

第  5投票所 上妻小学校体育館 ７時～ 20時

第  6投票所 三河小学校体育館 ７時～ 20時

第  7投票所 八幡小学校体育館 ７時～ 20時

第  8投票所 川崎小学校体育館 ７時～ 20時

第  9投票所 忠見小学校体育館 ７時～ 20時

第10投票所 岡山小学校体育館 ７時～ 20時

第11投票所 西中学校体育館 ７時～ 20時

第12投票所 八女市農業活性化センター ７時～19時

第13投票所 八女市研修センター（発心） ７時～19時

第14投票所 黒木地域交流センター（ふじの里） ７時～19時

第15投票所 豊岡コミュニティセンター ７時～19時

第16投票所 串毛コミュニティセンター ７時～19時

第17投票所 木屋農村環境改善センター ７時～19時

第18投票所 笠原集会所 ７時～19時

第19投票所 八女市大淵体験交流施設多目的室
（旧大淵小） ７時～19時

第20投票所 立花市民センターイベントホール ７時～ 20時

第21投票所 筑南小学校体育館 ７時～ 20時

第22投票所 白木コミュニティセンター ７時～19時

第23投票所 上辺春体育館（旧上辺春小） ７時～19時

第24投票所 矢部公民館 ７時～19時

第25投票所 星野行政福祉センター大集会室 ７時～19時

※背景が紫色の投票所は、閉鎖時間が19時の投票所です。
※第19投票所は場所を変更しています。

投票所と投票時間

投
票
で
き
る
人
は
…
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入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
に
行
く
と
き
は
、
投
票
所
入
場
券

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
忘
れ
た
り
、
無
く
し
た
り
し
て
も

投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
投
票
所
の

受
付
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

八
女
市
内
の
転
居
者
で
４
月
９
日
以
降

に
転
居
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、
転
居
前

の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
手
持
ち
の
入
場
券
で
投
票
所
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、

仕
事
な
ど
で
遠
く
に
行
っ
て
い
る
人
は
、
八

女
市
に
投
票
用
紙
等
の
請
求
を
し
て
、
滞

在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
を
す
る
と
き
は
、
選
挙
人
が
す
べ

て
自
分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を

記
載
す
る
自
書
投
票
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

身
体
の
不
自
由
な
ど
に
よ
り
、
投
票
用
紙

に
自
書
で
き
な
い
場
合
は
、
申
し
出
さ
れ

る
と
投
票
所
の
係
員
が
代
筆
し
ま
す
。
た

だ
し
、
ご
家
族
や
付
き
添
い
の
人
が
代
筆

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
点
字
で
の
投
票
も
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
受
付
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
ど
ち
ら
の
投
票
も
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
選
挙
人
で
、
身
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
人
ま
た
は
介
護
保
険
法
の
被
保

険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護

５
」
の
人
は
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

障
害
の
程
度
の
等
級
が
限
ら
れ
て
お
り
、

手
続
き
に
は
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

八
女
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
選
挙
公

報
を
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
を
市
内

に
設
置
し
ま
す
。
も
し
、
こ
の
掲
示
板
が

壊
れ
て
い
た
と
き
は
、
お
手
数
で
す
が
市

選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
４
月
21
日
㈰
21
時
15
分
か
ら

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

※
開
票
の
状
況
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

(http://w
w

w.city.yam
e.fukuoka.jp)

即
日
開
票

投
票
日
当
日
は

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

代
理
投
票
・
点
字
投
票
も
で
き
ま
す

　
４
月
７
日
㈰
に
執
行
さ
れ
る
「
福
岡
県

知
事
・
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
」
お
よ
び

４
月
21
日
㈰
に
執
行
さ
れ
る
「
八
女
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
」
に
お
い
て
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
て
期
日
前
投
票
を
行
っ
た

場
合
、
期
日
前
投
票
所
ま
で
の
運
賃
を
選

挙
管
理
委
員
会
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
選

挙
人
の
運
賃
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
が
無
料
と
な
る

の
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
４
月

５
日
㈮
ま
で
、
４
月
15
日
㈪
か
ら
４
月
19

日
㈮
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
で
す
。

　
こ
の
期
間
内
に
期
日
前
投
票
の
た
め

に
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
の
際
は
、
八

女
市
乗
合
タ
ク
シ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー
（
☎

３
３・２
０
０
２
）
ま
で
そ
の
旨
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。
利
用
日
の
2
日
前
か
ら
ご
予

約
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場

合
、
事
前
に
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
申
込
み
は
、
八
女
市
役
所
地
域
振
興

課
（
☎
２
４・８
１
６
２
）
ま
た
は
各
支
所

総
務
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
登
録
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
人
は
早
め
に
登
録

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
そ
の
日
の
予
約
状
況
に
よ
り
、
希
望
の

時
間
に
予
約
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所
ま
で
八
女
市
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す

  

運
賃
が
無
料
と
な
る
期
間

　
【
県
知
事
・
県
議
選
挙
】

　

  

４
月
１
日
㈪
～
４
月
５
日
㈮

　
【
市
議
会
議
員
選
挙
】

　

  

４
月
15
日
㈪
～
４
月
19
日
㈮
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八
女
市
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、４
月
１
日
か
ら
八
女
市
子
育
て
支
援
総
合
施
設
や
め
っ
こ
未
来
館
（
以
下
、

「
や
め
っ
こ
未
来
館
」）
内
に
「
八
女
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」）
を
開
設
し
ま
す
。

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
す

  

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に
つ
い
て
、
不

安
や
心
配
事
が
あ
っ
た
ら
、
一
人
で
抱
え
込

ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保

健
師
等
の
専
門
職
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
ご
自
宅
へ
伺
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
初
め
て
の
妊
娠
・
出
産
で
不

安
」「
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
」「
子
育

て
が
楽
し
く
思
え
な
い
」「
マ
マ
友
が
ほ
し

い
」
な
ど
、
お
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
く

だ
さ
い
。

◦
妊
娠
の
届
出
（
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
）

【
拡
充
】

　
４
月
１
日
か
ら
や
め
っ
こ
未
来
館
に
設

置
し
た
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
も
、
母
子
健
康

手
帳
と
14
回
分
の
妊
婦
健
康
診
査
補
助

券
、
１
回
分
の
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
補
助

券
を
発
行
し
ま
す
。
妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
、

11
週
以
内
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
役
所
健
康
推
進
課
お
よ
び
各
支
所
で

の
発
行
も
従
来
ど
お
り
行
い
ま
す
。
な
お
、

セ
ン
タ
ー
で
は
土
曜
日
も
対
応
し
て
い
ま

す
。

◦
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
の
作
成
【
統
合
・
充
実
】

　
妊
娠
届
出
時
に
、
一
人
一
人
に
あ
っ
た
産

前
産
後
の
過
ご
し
方
や
子
育
て
の
た
め
の

プ
ラ
ン
（
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
時
期
ま
で

  

４
月
か
ら
の
母
子
保
健
・
子
育
て
支
援  

  

事
業
を
紹
介
し
ま
す

妊
娠
期
に
関
す
る
こ
と

　届出時に
発行する「母子
健康手帳、同（別冊）、
妊婦健康診査補助券・低体重児出
生届、妊婦歯科健康診査補助券」

▲
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の
サ
ー
ビ
ス
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
を
一
緒
に
考

え
ま
す
。

　
妊
娠
期
の
母
子
保
健（
健
康
推
進
課
）と
、

出
産
し
て
か
ら
の
子
育
て
支
援
（
子
育
て

支
援
課
）
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
し
ま
す
。
家
族
で
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
職
員
と
一
緒
に
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
ら
よ
い
か
も
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

◦
マ
タ
ニ
テ
ィ
さ
ん
集
ま
れ
！

　「
マ
マ
友
を
作
り
た
い
」「
妊
娠
や
子
育

て
、栄
養
の
こ
と
に
つ
い
て
知
り
た
い
」「
初

め
て
の
出
産
で
何
も
わ
か
ら
な
く
て
不
安
」

な
ど
…
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
や
、
沐
浴
体
験

な
ど
の
他
に
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
に

よ
る
ミ
ニ
講
話
な
ど
を
行
い
ま
す
。
一
緒
に

マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◦
出
生
時
の
手
続
き

　
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
市
役
所
健

康
推
進
課
窓
口
お
よ
び
各
支
所
窓
口
で
、

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
や
乳
幼
児
健
康
診
査
、
予

防
接
種
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

◦
新
生
児
・
産
婦
訪
問

～
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
は
順
調
に
増
え
て
い

る
か
心
配
～

　
第
１
子
は
全
員
、
第
２
子
以
降
は
希
望

す
る
人
な
ど
に
、
保
健
師
や
助
産
師
が
訪

問
し
ま
す
。

　
発
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
な
ど
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
里
帰
り
出
産
し
て

い
る
人
も
訪
問
で
き
ま
す
。
訪
問
す
る
際

は
事
前
に
電
話
で
日
程
等
を
調
整
し
ま
す
。

◦
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　
地
域
の
相
談
役
で
あ
る
民
生
委
員
児
童

員
・
主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
た
家
庭
を
訪
問
し
、
こ
れ
か

ら
の
子
育
て
を
地
域
ぐ
る
み
で
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

◦
赤
ち
ゃ
んRoom

・
相
談Room

～
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
止
ま
な
く
て
困
っ
て

い
る
～

　
子
育
て
に
不
安
を
抱
え
て
い
た
り
、
身

近
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
か
っ
た
り
な

ど
、
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。
一
緒
に
お
し
ゃ

べ
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
会
場
で
は
保
育
士
や
保
健
師
等
が
悩
み

や
相
談
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

◦
４
か
月
さ
ん
集
ま
れ

～
マ
マ
友
・
パ
パ
友
が
ほ
し
い
！
～

　
同
じ
月
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
や
マ
マ

た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。

　「
日
頃
か
ら
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ

て
出
か
け
る
場
所
は
な
い
か
な
？
」「
マ
マ

友
・
パ
パ
友
を
作
り
た
い
な
」
な
ど
と
思
っ

て
い
る
マ
マ
や
パ
パ
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

◦
４
か
月
児
・
10
か
月
児
健
康
診
査

　
身
体
計
測
、
発
達
の
確
認
、
小
児
科
医

師
の
診
察
の
ほ
か
保
健
師
や
助
産
師
、
管

理
栄
養
士
が
育
児
相
談
お
よ
び
栄
養
相
談

に
応
じ
ま
す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
１
か
月
前
く
ら
い
に
案
内
通
知
が
届
き

ま
す
。

◦
ベ
ビ
ー
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ

～
離
乳
食
が
は
じ
ま
る
け
ど
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
～

　
５
～
６
か
月
頃
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に

離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
料
理
が
苦

手
な
人
も
、一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

◦
子
育
て
相
談

　
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
、
子
育
て
に
関

し
て
、
保
健
師
や
助
産
師
、
管
理
栄
養
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
や
め
っ
こ
未
来
館

や
ふ
じ
の
里
で
開
催
し
ま
す
。

◦
１
歳
６
か
月
児
、
３
歳
児
健
康
診
査

　
身
体
計
測
や
発
達
の
確
認
、
小
児
科
医

師
の
診
察
の
ほ
か
、
保
健
師
や
助
産
師
、

管
理
栄
養
士
が
育
児
相
談
お
よ
び
栄
養
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
の
歯

科
健
康
診
査
、
歯
磨
き
指
導
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
１
か
月

前
く
ら
い
に
案
内
通
知
が
届
き
ま
す
。

◦
乳
幼
児
心
理
相
談

　
子
ど
も
の
落
ち
着
き
が
な
く
て
心
配
、
か

ん
し
ゃ
く
が
ひ
ど
い
な
ど
の
心
配
が
あ
る
時

は
、
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
対
象
は
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
で
す
。

　
こ
こ
に
紹
介
し
た
事
業
の
ほ
か
に
も
、「
思

い
が
け
な
い
妊
娠
で
戸
惑
っ
て
い
る
」「
経

済
的
に
心
配
」「
育
児
が
忙
し
く
て
イ
ラ
イ

ラ
し
て
し
ま
う
」
な
ど
の
悩
み
や
心
配
事
に

つ
い
て
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
八
女
市
稲
富
４
９
９

番
地
）
☎
２
４・８
２
８
２
　

◦
業
務
日
時
＝
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
祝

日
お
よ
び
12
月
29
日
～
１
月
３
日
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
紹
介
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
予
約
が

必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
八
女

の
子
育
ち
掲
示
板
や
健
康
だ
よ
り
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
生
児
か
ら
12
か
月
頃
に
関
す
る
こ
と

幼
児
期
に
関
す
る
こ
と

1 歳６か月健診の様子
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路
線
バ
ス
は
、
朝
夕
の
通
勤
通

学
を
は
じ
め
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
支
え
る
大
切
な
交
通
手
段
で
す
。

し
か
し
、
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、

全
国
で
次
々
に
路
線
が
廃
止
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
私
た
ち

の
ま
ち
に
大
切
な
バ
ス
を
残
し
て

い
く
た
め
に
、
一
層
の
バ
ス
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
「
八
女
市
路
線
バ
ス
通

学
定
期
券
補
助
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
八
女
市
在
住

の
学
生
が
通
学
す
る
際
に
利
用
す

る
路
線
バ
ス
（
高
速
バ
ス
含
む
）

の
通
学
定
期
券
の
購
入
費
用
を
補

助
す
る
制
度
で
す
。
詳
細
は
折
込

み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
堀
川
バ
ス
で
は
65
歳
以
上
で
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
人

に
「
運
転
免
許
証
返
納
者
割
引
証
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
運
賃
支
払

の
際
に
提
示
す
る
と
、
運
賃
が
半

額
に
な
る
お
得
な
割
引
証
で
、
堀

川
バ
ス
全
線
で
使
え
ま
す
。
乗
合

タ
ク
シ
ー
と
路
線
バ
ス
を
乗
り
継

げ
ば
、
行
動
範
囲
も
広
が
り
ま
す
。

　
西
鉄
バ
ス
で
は
、
65
歳
以
上
で

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

人
を
対
象
に
、「
グ
ラ
ン
ド
パ
ス

65
」（
通
常
１
か
月
６
０
０
０
円
）

を
５
０
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
グ
ラ
ン
ド
パ
ス
65
は
高
速
バ
ス

指
定
路
線
も
半
額
に
な
る
お
得
な

定
期
券
で
す
。

「
路
線
バ
ス
」

路線バス
路線バス通学定期券補助

運転免許証返納者割引証

運転免許証返納割サービス

堀川バスが便利になりました

パークアンドライド駐車場

茶のくに八女定期券・回数券

高速バス

市
で
は
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
・
定
住
促
進
と
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
路
線
バ
ス
・
高
速
バ
ス
の
維
持
や
利
用
促
進

な
ど
の
公
共
交
通
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補

助
事
業
」
利
用
で
月
額
最
大

１
万
４
０
０
０
円
で
通
学

堀
川
バ
ス
「
運
転
免
許
証
返
納

者
割
引
証
」
で
運
賃
が
半
額
！

西
鉄
バ
ス
「
運
転
免
許
証
返

納
割
サ
ー
ビ
ス
」
で
、
１
か
月

５
０
０
０
円
で
路
線
バ
ス
全
線

乗
り
放
題
！

堀川バスでの「公立八女総合病院」
利用が便利になりました！

【星野村～上陽町～八女市】
◆平日の「浦バス停」8 時 35 分発の
便は、公立八女総合病院に直行します。
◦星野発

バス停 発着 時刻表
旧 新

浦 発 8:35 8:35

十篭車庫前 着 8:48 8:48
発 8:50 8:50

北川内 着発 9:18 9:18

福島
着 9:40 9:40

乗換 直行
発 9:40 9:42

公立病院前 着 9:46 9:48
※福島到着後、一旦車内精算が必要です。
※土曜日は、「浦バス停」8 時 30 分発
となり、福島での乗り換えが必要です。

◆帰りの便も、公立八女総合病院発の
昼のダイヤを充実させました。
◦公立病院前発

バス停 発着 時刻表
平日・土曜 平日のみ

公立病院前 発 11:26 12:42

福島 着 11:32 12:48
発 11:35 12:55

北川内 着発 11:57 13:17

十篭車庫前 着 12:25 13:45
発 13:47

浦 着 14:00
※11時 26 分の便は、乗り換えなしで
星野方面へ行くことができます。
※平日12時42分発の便ができたため、
福島での待ち時間が約 30 分短縮され
ました。

【矢部村～黒木町～八女市】
⃝矢部発

バス停 発着 時刻表
柴庵 発 8:34
黒木 着発 9:28

福島 着 9:53
発 10:11

公立病院前 着 10:17

◦公立病院前発
バス停 発着 時刻表

公立病院前 発 12:42

福島 着 12:48
発 12:53

黒木 着発 13:19
柴庵 着 14:08

※平日12時 42 分発の便ができたため、福
島での待ち時間が約 80 分短縮されました。

※下記時刻表中、紫太字がダイヤ変更対象です。

2019.4.1  広報八女



◦
問
い
合
わ
せ
＝
◆
路
線
バ
ス
通

学
定
期
券
補
助
事
業
：
八
女
市
地

域
振
興
課
（
☎
２
４・８
１
６
２
）

※
申
請
は
各
支
所
総
務
課
で
も
で

き
ま
す
。
◆
堀
川
バ
ス
の
運
転
免

許
証
返
納
者
割
引
証
：
堀
川
バ
ス

㈱
（
☎
２
３・６
１
２
８
）
◆
西
鉄

バ
ス
の
運
転
免
許
証
返
納
割
サ
ー

ビ
ス：西
鉄
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー（
☎

０
５
７
０・０
０・１
０
１
０
ま
た
は

☎
０
９
２・３
０
３・３
３
３
３
）

　
八
女
Ｉ
Ｃ
か
ら
福
岡
都
市
圏
ま

で
約
60
分
。
通
勤
や
通
学
、
旅
行

な
ど
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
福
岡
都
市

圏
を
は
じ
め
九
州
各
地
を
つ
な
ぐ

八
女
の
新
し
い
玄
関
口
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場

の
駐
車
料
金
は
、サ
ー
ビ
ス
券
（
※
）

が
あ
れ
ば
、
24
時
間
以
内
１
０
０

円
で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
茶

の
く
に
八
女
定
期
券
を
購
入
す
る

と
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
（
１

か
月
）
は
、
八
女
市
民
に
の
み
一

般
価
格
よ
り
３
８
６
０
円
お
得
な

２
万
７
千
円
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ス
１
０
０
０
円
で
福
岡

都
心
エ
リ
ア
が
乗
り
放
題
と
い
う

特
典
も
あ
り
ま
す
。
購
入
に
は
市

が
発
行
す
る
証
明
書
（
無
料
）
と

証
明
写
真
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

通
学
に
利
用
す
る
場
合
は
路
線
バ

ス
通
学
定
期
券
補
助
も
活
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　
茶
の
く
に
八
女
回
数
券
は
、
４

枚
綴
り
４
７
２
０
円
（
１
枚
当
た

り
１
１
８
０
円
）
で
、
八
女
市
観

光
案
内
所
や
西
鉄
バ
ス
八
女
支
社
、

西
鉄
天
神
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

等
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
◆
高
速
バ
ス
の

運
行
、
駐
車
場
、
定
期
券
、
回
数

券
：
西
鉄
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
７
０・０
０・１
０
１
０
ま
た
は

☎
０
９
２・３
０
３・３
３
３
３
）

◆
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
購
入
証

明
書
の
発
行
：
八
女
市
地
域
振
興

課
（
☎
２
４・８
１
６
２
）

茶
の
く
に
八
女
定
期
券
は
一
般
価
格

よ
り
も「
３
８
６
０
円
」お
得
で
す
！

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車

場
サ
ー
ビ
ス
券
利
用
で
1
日

１
０
０
円
！

福
岡
市
方
面
へ
の
お
出
か
け
に

は
、「
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
・

回
数
券
」
が
お
得
で
す
！

▼パークアンドライド駐車場料金 
　　 （入庫から 30 分以内は無料）

「
高
速
バ
ス
」

茶
の
く
に
八
女
定
期
券（
1
か
月
）

茶
の
く
に
八
女
回
数
券

「路線バス」や「パークアン
ドライド」「茶のくに八女定
期券・回数券」の利用方法
など、公共交通に関する出
前講座を行っています。気
軽にお声がけください。
◦地域振興課
　（☎ 24・8162)

通
勤
・
通
学
・
観
光
に
便
利
！

福
岡
（
博
多
・
天
神
・
福
岡
空
港
）

ま
で
約
60
分

▼茶のくに八女回数券

▲茶のくに八女定期券

利用区分 サービス券あり サービス券なし

茶のくに八女
定期券利用者 無　料

入庫から
24 時間以内 100 円

1000 円入庫から
48 時間以内 200 円

48 時間超
24 時間ごと

プラス
300 円

プラス
500 円

※サービス券は、
八女インターバ
ス停でバスを降
りる際に乗務員
からお受け取り
ください。
※駐車場は 57
台駐車できます。

茶
の
く
に
八
女
回
数
券
は
一
般
価

格
よ
り
も
「
片
道
３
１
０
円
」
お

得
で
す
！

広報八女 2019.4.19
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4
／
26
㈮

27
㈯

28
㈰

29
㈷

30
㉁

５
／
１
㈷

２
㉁

３
㈷

４
㈷

５
㈷

６
㉁

7
㈫

８
㈬

し
尿
く
み
取
り

八女地区・立花地区 〇
※
午
前
中　

　
の
み
実
施

× × 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

黒木・上陽・矢部地区
および星野地区（小野
地区・椋谷1区）

〇 × × 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

星野地区（椋谷 2 区・
星野地区・上郷地区） 〇 × × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

この期間のし尿くみ取りは混雑が予想されますので、４月17日㈬までに予約をお願いします。
ご
み
収
集

八女市全域 〇 × × × × × 〇 〇 × × × 〇 〇

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の

し
尿
く
み
取
り
と
ご
み
の
収
集

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な

り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
学
生
本
人
の
所
得
が

一
定
以
下
で
あ
れ
ば
よ
く
、
家
族
の
所

得
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
学

校
に
よ
っ
て
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
継
続
し
て
免
除
を
希

望
す
る
人
も
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

※
日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
式
の
申

請
書
が
届
い
た
場
合
は
、
そ
の
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
す
れ
ば

申
請
で
き
ま
す
。

◦
申
請
方
法
＝
４
月
１
日
か
ら
、
本
庁
市

民
課
の
国
保
年
金
係
お
よ
び
各
支
所
の

年
金
担
当
係
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

◦
添
付
書
類
＝

①
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
＝
初
め
て
国
民
年
金
の
資
格

を
取
得
し
た
人
が
、
資
格
取
得
届
の
届

出
と
同
時
に
こ
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、

添
付
不
要
で
す
。

②
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
＝
在
学
証
明
書
（
原
本
）
ま
た
は
学

生
証
（
有
効
期
限
が
表
記
さ
れ
て
い
る

も
の
）
の
写
し
。
た
だ
し
各
種
学
校
に

つ
い
て
は
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の

課
程
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
（
在
学
証
明
書
等
で
証
明
で
き

る
場
合
は
不
要
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

④
そ
の
他
＝
会
社
な
ど
を
離
職
し
て
学

生
に
な
っ
た
人
は
、
失
業
し
た
こ
と
が

分
か
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま

た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
が
必

要
で
す
。

◦
代
理
申
請
＝
代
理
の
人
が
申
請
す
る

場
合
は
、
代
理
人
の
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
等
）
と
認
め
印
、
さ
ら
に
申

請
人
と
別
世
帯
の
人
が
申
請
に
来
る
場

合
は
委
任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）、
黒
木
支
所
市

民
生
活
福
祉
課
市
民
係
（
☎
４
２
・
１

１
１
３
）、
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
市
民
係
（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）、
上

陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民
生
活
福

祉
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）、
矢
部
支

所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民
生
活
福
祉
係

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）、
星
野
支
所
市

民
生
活
福
祉
課
市
民
生
活
福
祉
係
（
☎

５
２
・
３
１
１
３
）

学
生
は
、
申
請
す
る
と
「
国
民
年
金
保
険
料
」の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
し
尿
く
み
取
り
と
ご
み
収
集
の

予
定
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　

出
し
ま
し
ょ
う

　

ご
み
を
出
す
際
は
３
月
に
配
布
し

た
「
ご
み
出
し
日
程
表
」
と
「
ご
み

の
分
け
方
・
出
し
方
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
適
正
な
ご
み
の
排
出
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
燃
や
す
ご
み

袋
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

①
ご
み
が
は
み
出
し
、
口
を
結
ん
で
い

な
い
も
の

②
ご
み
に
指
定
袋
を
張
り
付
け
た
だ

け
の
も
の

③
指
定
袋
に
別
の
袋
（
レ
ジ
袋
等
）

を
く
く
り
つ
け
た
も
の

④
資
源
ご
み
や
燃
え
な
い
ご
み
が
入
っ

て
い
る
も
の

　

収
集
し
な
か
っ
た
「
燃
や
す
ご
み
」

に
は
、
収
集
で
き
な
い
理
由
を
記
載
し

た
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
て
お
き
ま
す
。

出
し
た
人
は
収
集
で
き
な
か
っ
た
理
由

に
当
た
る
部
分
を
改
め
て
い
た
だ
き
、

次
回
の
収
集
日
に
出
し
直
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
（
☎
２
３
・

１
４
６
２
）

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

▲出し方の悪い例（①：
ごみがはみ出し、口を
結んでいないもの）
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八
女
市
で
は
、
入
学
ま
た
は
進
級
す
る

際
に
お
け
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
お
子
さ
ま
の
健
全
な
育
成
を
支
援
す

る
た
め
「
八
女
市
入
学
祝
金
」
を
支
給
し

ま
す
。

◦
申
請
手
続
き
＝

①
八
女
市
立
の
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校

に
入
学
の
児
童
・
生
徒
ま
た
は
義
務
教
育

学
校
の
７
年
生
と
し
て
進
級
す
る
生
徒
に

つ
い
て
は
、当
該
学
校
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

②
八
女
市
立
以
外
の
小
・
中
学
校
等
に
入

学
の
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
対
象
世

帯
あ
て
に
関
係
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

◦
支
給
要
件
＝
小
・
中
学
校
等
に
１
年
生

と
し
て
入
学
す
る
児
童
お
よ
び
生
徒
ま
た

は
義
務
教
育
学
校
に
７
年
生
と
し
て
進
級

す
る
生
徒
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
で
、

本
市
に
住
所
を
有
す
る
人

◦
支
給
額
＝

▽
小
学
校
ま
た
は
義
務
教
育
学
校
入
学
児

童
１
人
に
つ
き
３
万
円

▽
中
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
入
学
生

徒
１
人
に
つ
き
５
万
円
、
義
務
教
育
学
校

に
７
年
生
と
し
て
進
級
す
る
生
徒
５
万
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
総
務
係

（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
毎
年
の
消

費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
応
じ
て
手
当
額
を
改
定
す
る

物
価
ス
ラ
イ
ド
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
31
年

4
月
分
か
ら
の
手
当
額
は
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
変

更
分
（
１
・
０
㌫
）
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
家
庭
係

（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
に
、

タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料
金
分
を
助
成
し
ま

す
。
月
２
枚
（
人
工
透
析
者
は
月
４
枚
）

で
、
申
請
し
た
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の

チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
施
設

入
所
お
よ
び
入
院
中
の
人
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

◦
対
象
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
非
課
税
世
帯
の
人
②
自
動
車
税
な
ど
の

減
免
を
受
け
て
い
な
い
人
③
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
持
つ
人

◦
持
参
す
る
も
の
＝
手
帳
、
印
鑑

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
福
祉
課
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

▽
黒
木
支
所
（
☎
４
２
・
１
１
１
４
）

▽
立
花
支
所
（
☎
２
３
・
４
９
３
３
）

▽
上
陽
支
所
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

八
女
市
入
学
祝
金
を
支
給
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

平成 31 年 4 月以降の手当額（8 月振込分から） 

区分 児童１人 第２子加算額 第３子以降加算額
全部支給 42,910 円 10,140 円 6,080 円

一部支給 42,900 円～
10,120 円

10,130 円～
5,070 円

6,070 円～
3,040 円

1 級（重度障害児） 月額　　52,200円

2 級（中度障害児） 月額　　34,770円

※手当額は所得に応じて決定されます。
※手当は認定請求した日の属する月の翌月分から支給されます。
※平成31年度の手当は、11月から2か月に１回（奇数月）に変わ
ります。支給月は、4月（12～3月分）・8月（4～7月分）・11月
（8～10月分）・１月（11～12月分）・3月（1～2月分）です。

手当は、認定請求した日の属する月の翌月分から支給されます。
年３回（４月、８月、11月）前月分までの４か月分が支給されます。

平成31年4月以降の手当額（8月振込分から）

小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

在
宅
の
障
が
い
者
の
皆
さ
ま
へ

平
成
31
年
４
月
か
ら

【児童扶養手当】ひとり親家庭の児童を監護している人に手当を支
給する制度です。

心身にしょうがいのある 20 歳未満の児童を
監護している人に支給する制度です。【特別児童扶養手当】

広報八女 2019.4.111



12

　

近
年
各
地
で
地
震
や
風
水
害
な
ど
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
７

月
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
八
女
市
も
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
災
害
は
１
度

被
災
し
た
か
ら
も
う
や
っ
て
来
な
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
防
災
研
修
会
で
は
、

「
大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
、
防
災
啓
発
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
い
つ
か
君
の
花
明
か
り
に
は
」
の
上
映
お

よ
び
、
上
映
映
画
の
監
督
で
あ
る
山
崎
光

さ
ん
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

　

大
切
な
地
域
や
親
し
い
友
人
、
大
好
き

な
家
族
と
い
っ
た
大
切
な
も
の
を
守
る
た

め
に
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
４
月
18
日
㈭
15
時
開
会

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
消
防
防
災

係
（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）

　

国
土
交
通
省
筑
後
川
河
川
事
務
所
と

福
岡
県
に
よ
り
、
矢
部
川
の
洪
水
浸
水

想
定
区
域
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
市
内
の
対
象
地
域
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
素
早
く

安
全
に
避
難
で
き
る
こ
と
を
主
な
目
的

に
、
矢
部
川
の
浸
水
の
想
定
や
土
砂
災

害
警
戒
区
域
、
避
難
所
な
ど
の
情
報
を

地
図
上
に
示
し
た
も
の
で
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
て
、
ご
自
宅
や
日
頃
か

ら
足
を
運
ぶ
場
所
な
ど
の
災
害
リ
ス
ク

や
避
難
所
、
避
難
経
路
、
家
族
と
の
連

絡
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
玄
関
や
リ
ビ
ン
グ
な
ど
の

目
の
つ
き
や
す
い
所
に
掲
示
し
て
保
管

し
ま
し
ょ
う
。

◦
改
訂
対
象
地
域（
今
回
の
配
布
地
域
）＝

▽
旧
八
女
市　

▽
旧
黒
木
町　

▽
旧
立
花
町
光
友
地
区
、
北
山
地
区

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
消
防
防

災
係
（
☎
２
３・１
７
３
１
）

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
家
族
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

防
災
啓
発
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
上
映
＆
山
崎
監
督
講
演

八
女
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
一
部
を
改
訂

八
女
市
防
災
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

《内容》どこかで災害が起きる
たびに「まさか自分が災害に
遭うとは思わなかった」 とい
う言葉を耳にする。大切なも
のを失ってからではすべてが
遅すぎるのに、私たちはその
瞬間まで他人事でいる。その
一方で東北地方太平洋沖地震
(2011年 ) や熊本地震 (2016
年 ) をきっかけに防災の大切
さを訴えている人々がいる。
脅しも涙もない、温かい気持
ちで防災がしたくなる異色の
ドキュメンタリー。彼らの想い
は、「君」に届くのだろうか。

監督： 山崎 光さん
1975 年 東 京 生まれ / 日
本防災士機構認定防災士
/ 防災団体やろうよ！こど
もぼうさい代表 / 本業で
ある建築の知識を生かし、 
防災教材としての部屋模
型製作や家庭防災のプロ
デュースも実施中。

八女市防災ハザードマップとは
地図上に被災想定区域や避難所などの防災関係施
設の位置などを分かりやすく表示し、地域の住民
の皆さんが素早く安全に避難できることを目的に
したものです。いざという時のため、災害のリス
クや避難経路、非常持ち出し品などを確認してお
きましょう。

洪水浸水
想定区域図の

見直し

福岡県地震
に関する防災
アセスメント
調査報告書

の追加

最新の
土砂災害警戒
区域図の掲載
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市
で
は
道
路
に
面
す
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
の
撤
去
を
行
う
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
に
対
し
て
、
撤
去
工
事
費
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
交

付
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
す
る

と
き
は
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
前
に
工
事
着
手
し
た
も
の
ま
た
は
す

で
に
完
了
し
て
い
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

※
他
の
補
助
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
補
助
対
象
者
＝
（
次
の
全
て
に
該
当
）

▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

▽
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▽
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

◦
補
助
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

道
路
に
面
す
る
高
さ
１
㍍
以
上
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
で
、
診
断
カ
ル
テ
の
結
果
が
40
点

未
満
の
も
の

◦
補
助
対
象
工
事
＝

①
補
助
対
象
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
全
て
を
撤
去

す
る
工
事

②
補
助
対
象
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
一
部
を
撤

去
す
る
工
事
で
次
の
要
件
全
て
を
満
た
す

も
の

▽
事
業
完
了
後
に
診
断
カ
ル
テ
で
70
点
以

上
と
な
る
も
の

▽
事
業
完
了
後
に
高
さ
が
１
・
２
㍍
以
下

と
な
る
も
の

▽
建
築
基
準
法
第
42
条
に
規
定
す
る
道
路

に
存
し
な
い
こ
と

◦
補
助
金
額
＝
補
助
対
象
工
事
に
要
す
る

経
費
の
２
分
の
１
（
上
限
10
万
９
千
円
）

　

八
女
市
で
は
、
ド
ナ
ー
登
録
の
拡
大

と
移
植
医
療
を
推
進
す
る
た
め
、
公
益

財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
（
以
下
・

骨
髄
バ
ン
ク
）
が
行
う
骨
髄
・
末
梢
血

幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
に
お
い
て
、

骨
髄・末
梢
血
幹
細
胞
（
以
下・骨
髄
等
）

を
提
供
し
た
人
に
対
し
、
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

◦
助
成
対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た

す
人

①
骨
髄
等
の
提
供
時
に
八
女
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人

②
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
事
業
に
お

い
て
骨
髄
等
の
提
供
を
完
了
し
、
そ
の

証
明
書
類
の
交
付
を
受
け
た
人

※
次
に
該
当
す
る
人
は
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

▽
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
が
あ
る
事
業
所
等

に
勤
務
し
て
い
る
人

▽
骨
髄
等
の
提
供
に
対
し
て
、
他
の
自

治
体
の
助
成
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人

◦
助
成
金
の
額
＝
次
に
掲
げ
る
骨
髄
等

の
提
供
に
係
る
通
院
、
入
院
お
よ
び
面

談
を
し
た
日
数
に
２
万
円
を
乗
じ
て
得

た
額
と
し
、
１
回
の
提
供
に
つ
き
14
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

①
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院

②
自
己
血
貯
血
の
た
め
の
通
院

③
骨
髄
等
の
採
取
の
た
め
の
入
院

④
提
供
後
の
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院

⑤
そ
の
他
骨
髄
等
の
提
供
に
関
し
、
骨

髄
バ
ン
ク
が
必
要
と
認
め
る
通
院
、
入

院
お
よ
び
面
談

※
い
ず
れ
も
、
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞

の
採
取
術
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
医

療
処
置
に
よ
っ
て
生
じ
た
健
康
被
害
の

た
め
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

◦
申
請
方
法
＝
八
女
市
骨
髄
等
移
植
ド

ナ
ー
助
成
金
交
付
申
請
書
（
様
式
第
１

号
）
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
申
請
窓

口
へ
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
す
る
骨
髄
等
の

提
供
を
行
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
骨
髄
等
の
提
供
に
係
る
通
院
、
入
院

お
よ
び
面
談
を
し
た
日
を
証
明
す
る
書
類

⑶
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

※
申
請
時
は
印
鑑
（
認
印
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

◦
申
請
期
限
＝
骨
髄
等
の
提
供
を
完
了

し
た
日
か
ら
１
８
０
日
以
内

道
路
に
面
す
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
管
理
者
の
皆
さ
ん
へ

骨
髄
バ
ン
ク
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
金
制
度
を
創
設

骨
髄・末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
者

に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

◦問い合わせ＝▽都市計画課都市
計画係（☎ 23・2577）▽黒木支所
建設課建設管理係　（☎ 42・1117）
▽立花支所建設課建設管理係　（☎
23・4930）▽上陽支所建設経済課
建設管理係（☎ 54・2219）▽矢
部支所建設経済課建設管理係（☎
47・3111）▽星野支所建設経済課
建設管理係（☎ 52・3114）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）
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　星野村の東端、ミヤシノ地区の山間に「筑紫シャクナゲ」
約 5,000 本が見頃となります。鮮やかな新緑とピンクのコント
ラストは一見の価値があります。一方、星のふるさと公園に隣
接する星の花公園内には、約 3 万本の色鮮やかな「西洋シャ
クナゲ」「筑紫シャクナゲ」が咲き、天空の大地から見下ろす
景色も圧巻です。
◦祭り期間

【ミヤシノ】4 月13日㈯～４月下旬、入園料無料　
※園内維持管理経費として、募金にご協力ください。

【星の花公園】3 月31日㈰～ 4 月21日㈰、入園料有料

◦問い合わせ＝星野支所建設経済課（☎５２・３１１４）

星野村シャクナゲまつり

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
今
年
も
参

戦
し
ま
す
！
今
年
の
対
戦
相
手

は
島
根
県
雲
南
市
で
す
。
八
女

市
は
今
回
が
４
回
目
の
参
加
。
対

す
る
雲
南
市
は
14
回
目
の
参
加

で
、
前
回
の
参
加
率
は
八
女
市

47
・
３
％
、
雲
南
市
52
・
９
％
で

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
を

き
っ
か
け
に
、運
動
を
習
慣
化
し
、

健
康
な
心
・
体
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
は
自
宅
、
職

場
・
地
域
・
学
校
・
グ
ル
ー
プ
等

で
、
５
月
29
日
㈬
に
15
分
以
上
の

運
動
を
行
う
よ
う
計
画
を
立
て

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
詳
細
は
、

広
報
八
女
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
等
で
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

【15 分以上の運動とは】
①自宅での散歩、ウオーキング、ジョギング、ストレッチ
体操 ②徒歩または自転車による買物や通勤、通学 ③地域
が行う遠足、ミニ運動会、ウオーキングを兼ねたごみ拾い、
または避難訓練 ④事業所等における朝礼・休憩時間を利
用したストレッチや体操 ⑤学校での体育授業やクラブ活
動、保育所（園）での運動や遊戯 ⑥市民団体およびスポー
ツ団体が行うスポーツ練習、健康教室、競技会への参加
⑤市等が実施するスポーツ・健康イベントへの参加

【チャレンジデーとは？】
公益財団法人が主催する全国的なスポーツイベントで、毎
年 5 月の最終水曜日に開催されます。チャレンジデー参加
自治体の中から、財団が人口規模等を考慮して決定した自
治体同士で、チャレンジデー当日（午前０時から午後９時
の 21時間内）に15 分間以上継続して運動やスポーツをし
た人数（参加率）を競い合うイベントです。敗れた自治体
は、対戦自治体の旗を１週間庁舎のメインポールに掲揚し、
敬意を表することになります。

◦問い合わせ＝スポーツ振興課（☎ 24・1230）

5月29日㈬
島根県雲

うん

南
なん

市と対戦！

15
分
以
上
の
運
動
を
し
よ
う
！

八女市
健康ポイント
対象事業
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422

平成31 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

422

平成31 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

　九州山地の中央に位置し、面
積の 96% を山林が占め、1,000m
を越える峻険な九州山脈に抱か
れた自然豊かな村です。平家落
人伝説を伝え、現在でも独自の

文化を維持し、神楽、臼太鼓踊など古くから伝わる慣習や
伝統文化を大切に継承しています。基幹産業は豊かな自然
環境と森林資源を生かした農林業。林業はスギ、ヒノキを
中心とした木材生産を行っており、農業は高冷地の特性を
生かし、花きや野菜の生産を行っています

宮崎県 椎葉村

◦椎葉神楽
　椎葉神楽は国の重要無形民俗文化財に指定されており、
その特色は、神楽宿への奉納に猪・鹿を用い、粟、大豆、
小豆などの雑穀を舞に用いるといった山岳地帯の狩猟、焼
き畑の生活が色濃く表わされているところです。また、神楽
や採

とり

物
もの

のいわれを説く唱
しょう

教
ぎょう

など古い形態を留めていて全国
的に珍しい演目もあります。この唱
教のなかには、はるか昔、平安後期
に歌われた歌謡も含まれています。
◦問い合わせ＝椎葉村役場

（☎ 0982・67・3111）

シリーズ企画「美しい村探訪～九州・沖縄～」⑧
星野村は、「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。連合では、
地域資源（景観・文化・環境）の保護を通じ、美しい村のブランド
価値を高め、農山村の自立・発展を促す諸活動を推進しています。

キリトリセン

　森林セラピーとは、森の
持つ癒し効果を心と身体の
健康に生かそうという取り
組みです。森林セラピーと
ヨーガ体験のひとときに癒
されてみませんか。参加者

全員に「記念タオル」をプレゼントします。 
◦日時＝５月 12 日㈰ 10 時 30 分～ 15 時（受付 10
時～ 10 時 15 分） ◦場所＝くつろぎの森グリーンピ
ア八女明治の館 ◦内容＝〈午前〉ヨーガ体験 〈午後〉
森林セラピー体験 ◦参加料＝2,000円（森林セラピー
体験、ヨーガ体験、森の癒し弁
当、温泉入浴券込） ※ヨーガマッ
トをお持ちの人は持参してくだ
さい。◦定員＝先着 30 人◦募
集締切＝５月７日㈫ 

　葦葺き屋根のたたずまいと清らかな水が流
れる男ノ子焼の里で、れんげ祭りが行われま
す。のどかな陽ざしの中で、ゆったりとした時
間を過ごしてみませんか。
◦日時＝ 4 月 27 日㈯・28 日㈰ 10 時～ 16 時
◦会場＝男ノ子焼の里（立花町北山）
◦内容＝男ノ子焼の里・風見窯焼物展示即売、
特産品販売、餅つき直売、マス釣りなど

男ノ子焼の里
れんげ祭り

森
林
セ
ラ
ピ
ー

と
ヨ
ー
ガ
体
験

◦問い合わせ＝れんげ祭り実行委員会
近見さん（☎ 090・4519・0064）

◦申込・問い合
わせ＝黒木支所
産業経済課

（☎ 42・1115）
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消費生活
そうだん

〇

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
、
年
齢
性
別

に
関
係
な
く
起
き
ま
す
が
、
特
に
判
断

力
が
ゆ
る
や
か
な
高
齢
者
や
障
が
い
者

は
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
見
守
り

が
大
切
で
す
。
見
守
り
の
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
伝
え
る

　
悪
質
商
法
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
な
ど
を

日
頃
か
ら
伝
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
に

「
知
人
も
だ
ま
さ
れ
て
い
た
け
ど
、
相

談
し
て
解
決
で
き
た
」
な
ど
客
観
的
な

見
方
を
す
る
よ
う
に
促
す
と「
実
は
…
」

と
心
を
打
ち
明
け
て
く
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
強
い
言
い
方
は
叱
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
、
相
談
す
る
気
を
削

い
で
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
気
づ
く

　
見
守
り
が
必
要
な
人
の
生
活
を
よ

く
観
察
し
て
、
異
変
が
な
い
か
気
づ
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

・
見
知
ら
ぬ
人
が
出
入
り
し
て
い
る

・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
大
量
に
送
ら

れ
て
く
る

・
お
金
の
こ
と
を
気
に
し
て
い
る

・
頻
繁
に
金
融
機
関
に
連
れ
て
い
く
よ

う
に
頼
ま
れ
る

高
齢
者
や
障
が
い
者
を

み
ん
な
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
電
話
の
着
信
を
気
に
し
て
い
る

 

こ
う
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
高
額
な

買
い
物
を
し
て
い
た
り
、
詐
欺
等
の
ト

ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
り
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

▼
少
し
だ
け
「
お
せ
っ
か
い
」
す
る

　
プ
ラ
イ
ド
や
恥
ず
か
し
さ
か
ら
、
相

談
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
人
が
い
ま

す
。

　
ま
た
、
自
分
が
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て

い
る
こ
と
に
さ
え
気
づ
い
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
少
し
だ
け
「
お
せ
っ

か
い
」
を
し
て
「
何
か
お
困
り
で
す
か
」

「
私
が
相
手
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
か
」

と
、
一
声
か
け
る
な
ど
、
周
囲
の
み
ん

な
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
つ
な
ぐ

　
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な

ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
専
門
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
が
相

談
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
る
な
ら
、

情
報
提
供
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◦
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
　
平
日
８
時
30
分
～

16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

52

下
萌
や
オ
ル
レ
コ
ー
ス
の
道
標中

川
原
篤
子

旧
道
の
古
木
に
威
あ
り
梅
白
し井上

ト
シ
子

湖
や
独
り
じ
め
す
る
か
い
つ
ぶ
り

松
延
み
さ
と

梅
香
る
眞
只
中
に
我
が
母
校牛

島
　
景
子

も
う
婆
の
何
か
し
て
ゐ
る
四
温
晴

堤
　
多
鶴
子

春
の
児
や
命
と
未
来
奪
は
れ
て吉泉

　
守
峰

春
立
つ
は
始
ま
り
の
こ
と
畑
に
立
つ

松
尾
満
留
美

駐
車
場
タ
イ
ヤ
の
跡
の
犬
ふ
ぐ
り

野
﨑
万
智
子

修
復
の
長
び
く
宮
居
梅
真
白青

木
　
早
弓

病
床
の
匂
袋
や
春
時
雨

松
尾
ア
サ
子

探
梅
へ
手
を
引
い
て
や
る
母
も
無
し

寺
田
　
睦
子

梅
園
に
招
き
し
妣
を
偲
ぶ
日
々東野

　
蓉
子

八
女
紫
苑
句
会

黒
木
町
く
す
の
実
句
会

【
お
詫
び
と
訂
正
】
２
月
号
「
黒
木
町
く
す
の

実
句
会
」
は
「
上
陽
町
陽
泉
俳
句
会
」
の
誤

り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。



4月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
上陽分館 ☎54・3131　※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ　www.library.yame.fukuoka.jp

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝・休日、館内整理日  
1㈪、8㈪、15㈪、22日㈪、26日㈮、29日㈷、30日㉁

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈪、8㈪、15㈪、22㈪、26㈮、29㈷

図書館の休館日
4月
《黒木分館の休館日》※火曜、祝・休日、館内整理日
2 ㈫、9㈫、16㈫、23㈫、26日㈮、30日㉁

✿4月の館内整理日は26日㈮✿

幼児～小学生の皆さんが対象です♪

♥本館＝6日、13日、20日
※いずれも土曜日14時から
　おはなしコーナー
♥黒木分館＝6日㈯ 10時30分～
　おはなしコーナー

4月のあかちゃんおはなし会
0～2歳くらいの赤ちゃんが対
象です♪
♥本館＝7日㈰、20日㈯11時～
　２階研修室
♥黒木分館＝27日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

4月のおはなし会

◆全館共通イベント
◦しおり配布
◦「返却日お知らせカード」プレゼント
　（子ども限定）
◦テーマ図書「うちどくにおすすめの本」
　展示・貸出
◆本館特別イベント
◦スペシャルおはなし会
　4 月27日㈯ 14 時～、2 階研修室
◦スペシャルあかちゃんおはなし会
　５月５日㈷１１時～、2 階研修室

　図書館で利用しなくなった本や雑誌
をお譲りします。
◦日時＝ 5 月 2 日㉁～ 4 日㈷ 10 時～    
　17 時
◦場所＝八女市立図書館本館（２階ロ
　ビーと研修室）
◦一人 10 冊まで（10 冊のうち雑誌は
　5 冊まで）、本を入れる袋をご用意く
　ださい。

　５月１日㈷は全館休館、２日㉁は全
館開館します。

4 月23日㈫～ 5 月12日㈰

第 61回こどもの読書週間
～ ドは読書のド♪ ～

ブックリサイクルのお知らせ

開館・休館のお知らせ

※詳しくは館内掲示、図書館カレンダー、ホー
ムページをご確認ください。

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

大学でデザインを学び、陶芸家を志
す。「風見窯」は、風土・風習など文
化をとらえてものづくりをしていこう
と命名。情報は主にインスタグラムな
どSNSで発信。日常生活にとけこんだ
器が人気を呼び、全国各地から注文
が舞い込む。横浜市出身、27歳。

　
男
ノ
子
焼
の
里
で
『
風か
ざ

見み

窯
』
を
開

き
陶
芸
に
取
り
組
ん
で
い
る
杉
田
さ

ん
。
静
か
な
山
あ
い
の
里
に
、
新
し
い

風
を
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
。

「
大
学
卒
業
間
近
の
こ
ろ
、あ
る
展
示

会
で
見
た
陶
芸
作
品
に
一
目
惚
れ
し

ま
し
た
。ど
う
し
て
も
陶
芸
を
や
り
た

い
と
、熊
本
県
荒
尾
市
の『
小
し
ょ
う
だ
い代

焼
ふ

も
と
窯
』に
弟
子
入
り
し
、基
礎
か
ら

み
っ
ち
り
と
４
年
間
修
行
を
積
み
ま

し
た
。弟
子
を
卒
業
す
る
こ
ろ
、男
ノ

子
焼
き
の
里
で
陶
芸
を
す
る
人
を
募

集
し
て
い
る
と
聞
き
、ぜ
ひ
に
と
お
願

い
し
昨
年
の
１
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
八
女
は
食
べ
物
が
お
い
し
く
て
、皆

さ
ん
温
か
い
人
ば
か
り
。伝
統
工
芸
が

盛
ん
で
、昔
な
が
ら
の
伝
統
や
文
化
が

残
っ
て
い
ま
す
。自
然
も
資
源
も
あ
る

地
域
な
の
で
、も
の
づ
く
り
の
刺
激
に

な
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ほ
ぼ
毎
日
、
午
後
か
ら
こ
こ
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。一
人
で
寂
し
く
な

い
か
と
心
配
さ
れ
ま
す
が
、地
元
の
皆

さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
っ
た
り
、見

学
に
訪
れ
る
方
も
い
た
り
す
る
の
で

寂
し
さ
は
感
じ
ま
せ
ん
。楽
し
く
創
作

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、地
元
の
ピ
ー
ア
ー
ル

に
な
る
お
手
伝
い
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
観
梅
会
の
時
に
も
陶
芸

を
出
品
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。４
月
27
日
・
28
日

の『
男
ノ
焼
の
里
れ
ん
げ
祭
り
』は
、

登
り
窯
で
焼
い
た
陶
芸
が
７
０
０
点

ほ
ど
並
ぶ
一
大
イ
ベ
ン
ト
。出
店
も
あ

り
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
も
味
わ
え
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。（
関
連
記
事
は
15
ペ
ー
ジ
）

男お

ノの

子こ

焼
の
里
で
陶
芸
に
取
り
組
む　

 

杉
田 

貴た
か

亮あ
き

さ
ん

121
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世
界
人
権
宣
言
は
、
１
９
４
８
年
に
国

連
総
会
で
採
択
さ
れ
て
以
降
、
そ
の
理
念

を
実
現
す
る
た
め
に
多
く
の
人
権
条
約
が

生
み
出
さ
れ
、
ま
た
各
国
の
憲
法
の
規
範

と
な
る
な
ど
、
世
界
の
国
々
の
人
権
意
識

の
向
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
日
本
国
憲
法
に
も
、
人
権
に
関
し
て
世

界
人
権
宣
言
と
同
様
の
内
容
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
す
べ
て
の
国
民
に
等
し
く
保
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
権
問
題
の
解
決
を
目
指
す
た
め
に
、

八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
合
同
で
こ
の

冊
子
を
作
成
し
、
昨
年
12
月
に
全
世
帯
に

配
付
し
ま
し
た
。

　
人
権
を
守
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、
自

分
や
他
人
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ

る
と
認
識
し
、
尊
重
し
合
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
「
し
あ
わ
せ
の
架
け
橋
」
編
集
に

当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
幸
せ
に
生

き
る
た
め
に
願
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
実
に
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
抱
い
て
生
活
し
て
お
ら
れ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
啓
発
冊
子
で
紹
介
し
て
い
る
人
権
課
題

は
、
法
務
省
が
人
権
啓
発
強
調
事
項
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
る
17
項
目
の
中
か
ら
、

身
近
な
も
の
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

・
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）

・
女
性
の
人
権

・
子
ど
も
の
人
権

・
高
齢
者
の
人
権

・
障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権

・
外
国
人
の
人
権

・
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
人
権

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

・
性
的
少
数
者
の
人
権

・
災
害
と
人
権

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

　
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
っ
て
、
私
た

ち
の
生
活
は
大
変
便
利
な
も
の
に
な
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
新
た
な
人
権
問

題
も
次
々
と
発
生
し
て
い
ま
す
。
人
権
問

題
は
、
決
し
て
当
事
者
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
は
差
別
を
し
な
い
と

思
っ
て
い
て
も
、
無
意
識
の
言
動
で
誰
か

を
傷
つ
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人

権
問
題
は
「
わ
た
し
」
自
身
の
問
題
で
あ

り
、
解
決
す
る
の
は
「
わ
た
し
」
だ
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
。
そ
の
た
め

に
、
正
し
く
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
人
権
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
人
権
侵
害
が
横
行
す
る
中
で
先
人

た
ち
が
勝
ち
取
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

私
た
ち
が
守
り
次
世
代
へ
と
受
け
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
権
問
題

に
気
付
く
感
性
を
養
い
、
自
ら
の
行
動

を
振
り
返
り
正
し
て
い
く
こ
と
で
、
誰
も

が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　
八
女
市
で
は
、
人
権
問
題
解
決
の
た
め

に
、
人
権
セ
ミ
ナ
ー
八
女
、
ス
マ
イ
ル
フ
ェ

ス
タ
八
女
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
人
権
に
関
す
る
企
業
研

修
の
講
師
派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・
同
和
教
育
課
　

（
☎
２
３・２
０
７
４
）

なぜ
なぜ人権－ かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

人
権
啓
発
冊
子
「
し
あ
わ
せ
の
架
け
橋
」
は
、「
す
べ
て
の
人
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
で
あ
り
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
の
文
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
一
文
は
、
世
界
人
権
宣
言
の
第
１
条
か
ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

人
権
啓
発
冊
子「
し
あ
わ
せ
の
架
け
橋
」

第
９
集
を
作
成
し
ま
し
た

人
権
問
題
の
解
決
を
目
指
す
た
め
に

大
切
な
の
は
「
尊
重
し
合
う
」
こ
と

解
決
す
る
の
は
「
わ
た
し
」

八
女
市
の
取
り
組
み

国
内
の
主
な
人
権
問
題

2019.4.1  広報八女



期　日 場　　　　　所 時　　間

4月2日㈫ 立花
白木コミュニティセンター 13:30 ～ 14:00

北山コミュニティセンター 14:30 ～ 15:00

4月3日㈬ 八女

八女市西公民館 9:40 ～ 10:10

三河小学校 10:30 ～ 11:30

福岡県八女普及指導センター（大島） 13:00 ～ 14:00

上妻小学校（北側駐車場） 14:20 ～ 15:00

4月4日㈭ 八女

八女市東公民館 10:00 ～ 10:40

JA八女地区センター駐車場（忠見） 11:10 ～ 11:30

岡山小学校（校門付近） 13:00 ～ 14:00

4月5日㈮ 立花

辺春コミュニティセンター 10:00 ～ 10:30

旧下辺春小学校（菜の花の丘） 11:00 ～ 11:30

立花体育館 13:00 ～ 14:00

4月7日㈰
八女 八女市役所前駐車場 9:30 ～ 11:30

黒木 黒木支所前駐車場 13:00 ～ 14:30

4月8日㈪ 上陽

研修センター発心 13:00 ～ 13:20

栗林公民館 13:50 ～ 14:10

上陽公民館 14:30 ～ 15:30

4月9日㈫ 黒木

笠原東交流センター 10:30 ～ 10:50

笠原集会所 11:10 ～ 11:30

旧ＪＡ福岡八女黒木支店（田代） 13:00 ～ 13:20

神露淵集荷場 13:40 ～ 14:00

4月16日㈫
黒木

JA 木屋ライスセンター 10:00 ～ 10:40

旧大淵小学校車庫 11:10 ～ 11:50

矢部 矢部体育館下駐車場 13:20 ～ 13:50

4月18日㈭ 星野

上郷地域交流センター 10:10 ～ 10:30

星野支所駐車場 11:00 ～ 11:30

耳納館 13:00 ～ 13:20

上小野農村集落センター 13:40 ～ 14:00

4月19日㈮ 黒木 豊岡コミュニティセンター 13:00 ～ 13:50

4月24日㈬ 八女

八女市東公民館 10:20 ～ 10:50

下津江公民館 11:10 ～ 11:30

八女市役所裏駐車場 13:00 ～ 14:00

福岡県八女普及指導センター（大島） 14:20 ～ 15:10

5月9日㈭
黒木

豊岡コミュニティセンター 10:00 ～ 10:30

黒木体育館 11:00 ～ 11:30

矢部 矢部体育館下駐車場 13:00 ～ 13:30

黒木 平野肥料倉庫 14:10 ～ 14:40

5月10日㈮

星野 星野支所駐車場 10:00 ～ 10:30

上陽 上陽公民館 11:10 ～ 11:30

立花
立花体育館 13:00 ～ 14:00

北山コミュニティセンター 14:20 ～ 14:50

狂犬病予防集団注射日程表 飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に
！

ボクらの
ためにも

ちゃんと
して

ワン！

　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、
生
涯
に
１
回
の
登
録
・

鑑
札
の
装
着
と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
・
注
射
済

票
の
装
着
が
、
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
日
程
表
の
と
お
り
狂
犬
病
予
防
集
団
注
射
を
行
い

ま
す
。
都
合
の
良
い
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
忘
れ
ず
に

注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
飼
い
犬
の
登
録
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
、
注
射
会
場
に
て
登
録
手
続
が
可
能
で
す
。

◆料金・持ってくる物
登録済みの犬 未登録の犬

登録料金 不要 3,000 円
注射料金 2,600 円 2,600 円
注射済票

交付手数料 550 円 550 円

合計金額 3,150 円 6,150 円
持ってくる物 案内はがき（※） 特になし

※登録済みの犬の飼い主には、はがきを送付しますので、
注射当日、はがき表面の問診票をご記入ください。

◆お願い
・注射会場には犬が動かないように制御できる人
が連れてきてください。
・必ず首輪、リードを装着してください。
・八女市内全ての会場で注射を受けることができ
ます。雨天決行です。
・注射会場の場所等が分からない場合は、環境
課または各支所へお問い合わせください。
・犬が死亡した場合や、犬の住所・飼い主に変
更があった場合は、環境課または各支所へ届け
出てください。

◆問い合わせ
▷環境課（☎２３・１４６２）
▷黒木支所市民生活福祉課（☎４２・１４６３）
▷立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３３）
▷上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
▷矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
▷星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）
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市
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
公
共
下
水
道
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
31
年
４
月
か

ら
上
記
の
と
お
り
供
用
開
始
区
域
を

拡
大
し
ま
す
。
詳
細
は
４
月
１
日
㈪

か
ら
４
月
15
日
㈪
ま
で
上
下
水
道
局

で
縦
覧
で
き
ま
す
（
土
・
日
曜
除
く
）。

　
市
で
は
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

（
排
水
設
備
工
事
）
の
確
認
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

【
助
成
金
制
度
】

　
助
成
金
額
は
改
造
工
事
に
要
し
た

費
用
の
50
％
以
内
で
、
供
用
開
始
か

ら
市
の
工
事
完
了
検
査
の
日
ま
で
の

期
間
に
よ
り
次
の
と
お
り
定
め
て
い
ま

す
。

供
用
開
始
の
日
か
ら

◦
１
年
目
ま
で
＝
限
度
額
10
万
円

◦
２
年
目
ま
で
＝
限
度
額
８
万
円

◦
３
年
目
ま
で
＝
限
度
額
５
万
円

　
そ
の
後
の
工
事
へ
の
助
成
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。
期
限
が
迫
る
と
指
定

工
事
店
へ
の
発
注
が
集
中
す
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め
に
工
事
計
画
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
新
築
や
公
共
団
体
な
ど
の
改
造
工

事
は
助
成
の
対
象
外
。

【
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
】

◦
あ
っ
せ
ん
額
は
50
万
円
以
内

◦
借
入
れ
利
率
は
、
借
入
れ
時
の
長

期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
（
民
間
金
融
機

関
が
優
良
企
業
向
け
の
資
金
貸
出
に

適
用
す
る
最
優
遇
金
利
）
に
０・２
％

を
加
え
た
利
率

◦
償
還
は
融
資
翌
月
か
ら
36
月
以
内

の
元
金
均
等
月
賦
償
還

【
１
か
月
の
使
用
料
（
税
抜
き
）】

◦
基
本
使
用
料
１
３
３
４
円
（
汚
水

量
７
㎥
ま
で
）

◦
超
過
料
金（
１
㎥
に
つ
き
１
７
２
円
）

【
使
用
料
の
計
算
方
法
】

　

使
用
料
は
２
か
月
ご
と
に
排
出
さ

れ
る
汚
水
量
を
も
と
に
基
本
使
用
料

（
２
か
月
分
）
と
超
過
料
金
の
合
計
額

に
消
費
税
相
当
額
を
加
算
し
て
計
算

し
ま
す
（
10
円
未
満
切
り
捨
て
）。

【
汚
水
量
の
算
定
方
法
】

◦
上
水
道
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　
上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量

◦
井
戸
水
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　
世
帯
人
員
に
よ
る
認
定
汚
水
量

◦
上
水
道
と
井
戸
水
併
用
の
場
合

　
上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量
と
認
定

汚
水
量
の
ど
ち
ら
か
多
い
方

世帯人員による１か月当た
りの認定汚水量
１人の場合 ７㎥ ※５人以上の

場合、１人増
えるごとに３
立方メートル
を加算

２人の場合 14㎥
３人の場合 20㎥
４人の場合 24㎥
※認定汚水量は一般家庭用です。
事業所等の場合は人員その他の態
様を勘案して定めます。

排
水
設
備
工
事
の
受
付

助
成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

接
続
後
の
使
用
料

※
市
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
助
成

お
よ
び
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

※下水道使用料に係
る世帯人員（お住い
の人数）の確認をお
願いします。
公共下水道を使用の
家庭で家事のみに地
下水（井戸水）を使
用している場合、世帯
人員（お住いの人数）
により下水道使用料の
算定が異なる場合があ
ります。世帯人員は毎
月１日現在の八女市住
民基本台帳によります
が、進学や長期入院、
施設入所などの理由で
住民票を異動しない場
合の世帯人員の変更
については、別途届出
が必要となりますので
問い合わせください。

凡 

例
█ 平成 30 年度以前供用開始区域
█ 平成 31 年度供用開始区域（追加区域）

公
共
下
水
道 

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

◉
上
下
水
道
局
へ
の
問
い
合
わ
せ

◦
受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
・
助
成
、
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
関
す
る
こ
と
＝
下
水

道
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
１
４
８
）

◦
排
水
設
備
・
下
水
道
工
事
に
関
す
る
こ

と
＝
下
水
道
工
務
係
（
☎
２
３・１
６
７
０
）
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　地域づくり提案事業は、地域再生・活性化のための新たな取り組みをまちづくり協議会等の地域団体から募集
し、助成金を交付するものです。平成 31 年度実施事業を募集、選考した結果 13 件を採択しました。採択団体は、
平成 32 年 3 月までの期間、各地域で活動を展開します。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。
◦問い合わせ＝地域振興課（☎２３・１２２４）

団体名 活動名称 活動の概要

岡山校区まち
づくり協議会

地域のシンボル「岡山さん」に
集う交流促進事業～竹灯籠で
迎える初日の出遥拝式～

大晦日から元日にかけて岡山公園の山道に竹灯籠を設置し、初日の出遥拝
に訪れた人々を幻想的な雰囲気で迎え、初日の出スポットとしての「岡山
さん」の認知度を高める。また、竹灯籠づくりを通して地域住民の連携と
交流を図る。

三河校区まち
づくり協議会

矢部川河川敷及び遊歩道沿い
の景観づくり事業（第３期）

平成 24 年の豪雨災害前の景観を取り戻すべく、昨年度に引き続き、矢部
川の河川敷および遊歩道沿いに彼岸花の植栽を行う。草刈りや整地、植
栽後の管理作業までを三河小学校の児童、保護者を含めた地域全体で取
り組む。

光 友 地 区 地
域振興会議 第３回光友まつり 地元の保育園、小中学生、文化サークル等の発表や、のど自慢、昔あそび、

バザー等を行う祭りを開催し、地域住民の交流と親睦を深める。

上陽地区まち
づくり協議会

「上陽ゆかりの偉人さん」冊子
編さん事業

上陽の歴史を紐解き、資料収集、調査研究などを行い、後世に受け継が
れるふるさとの歴史伝として、上陽ゆかりの偉人たちを取り上げた冊子を
作成する。

上陽地区まち
づくり協議会

上陽咩さるこ「川辺の道ひふみ
よ橋コース」整備事業

災害復旧工事の関係で設定できなかった星野川沿いの「川辺の道ひふみ
よ橋コース」に危険防止柵や案内板を設置し、コースのオープニングイベ
ントを開催する。

上陽地区まち
づくり協議会

久木原地区グラウンド整備事
業（第２期）

昨年に引き続き、久木原地区グラウンドの芝生の植栽、樹木の伐採、遊歩
道の整備と、新たに旧久木原小学校ランチルームの改修を行い、久木原
地区の憩いの場、里山賃貸住宅の入居者との交流の場とする。

豊岡地区自治
運営協議会

故郷の昔を残す冊子づくり（ふ
るさと豊岡の人物群像）（第２
期）

現存する資料や郷土史家の支援を基に、人的資産を調査し、写真に説明
を加えた冊子を作り、豊岡地域から生まれた偉人の業績を歴史文献として
まとめあげる。

豊岡地区自治
運営協議会

菖蒲園の里づくり（環境美化推
進事業）（第２期）

黒木西小学校北側の荒廃農地を解消するため、雑草の刈取りを行い、菖
蒲を植栽する。平成 31年度は、1008㎡の菖蒲園を作り、年間を通して維
持管理を行う。

木屋地区自治
運営協議会

渡内公園（グリーンピア八女内）
拡充プロジェクト（第２期）

木製で腐食している渡内公園内の 3 か所の花壇を、H24 豪雨災害で流出
した石を使用して整備し、チューリップを植栽する。また、公園内の草刈り
や清掃など、美化清掃活動も実施する。

大淵地区自治
運営協議会

矢部川と触れ合う場の整備事
業

げんき館おおぶち北側の荒廃地を「矢部川と触れ合う場」として整備する
にあたり、平成 31年度は散策道路（遊歩道兼緊急道路）の新設を行い、
地域住民の憩いの場および都市住民との交流の場とする。

北山地区地域
振興会議

観光振興につながる歴史的遺
産の情報発信＆ PR 事業

案内板等を作成するための委員会を設置し、山下城跡などの歴史遺産につ
いて学習を深める。案内図やイラスト、説明文等を検討し、完成した案内
板や説明板、道案内標識は、地域住民とともに設置する。

上妻校区まち
づくり協議会

地域で支えていく子どもの成長
支援（コミュニティ・スクール）
事業と環境美化（景観）事業
の推進と充実－地域と学校が
連携した花いっぱい運動－

まちづくり協議会と上妻小学校および南中学校が協同で 700 個のプラン
ターにパンジーを植栽し、相互の交流と環境美化意識の向上を図る。プラ
ンターは、学校内および公民館周辺に設置し、維持管理を行う。

小野地域
振興会

ホタルが飛び交い、人々が集
う、美しい地域づくりをめざし
て「小野一区☆ウッソ川周辺環
境再生プロジェクト」

星野川支流のウッソ川に以前のようなホタルが乱舞する河川環境を取り戻
すため、定期的な清掃を行い、ホタルの生態を調査研究する。また、地域
住民の憩いの広場づくりも併せて行う。

▼平成３1 年度地域づくり提案事業採択団体一覧　　※申請受付順

平成31年度 地域づくり提案事業１３件を採択しました
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日一般国道 442 号日向神改良事業竣工
向神ダム湖畔道が走りやすく

　3月2日㈯、一般国道442号の日向神ダム湖畔
の改良事業が竣工し、「谷

たんのにじゆめばし

野虹夢橋」開通記念
式典（一般国道442号八女市道路整備促進期成
会主催）が行われました。
　この事業は、ダム湖畔の急カーブが続く見通
しの悪い道路の屈曲部を4つの橋で結び、視認
性を良くすることで、より安全に通行できるよ
う実施されたものです。工事は大きく2つの工
区・工期に別れ、第1期は平成20年11月開通の
「さくら橋」、同22年7月の「出

で あ い ば し

逢橋」、同25年2
月の「鶴

つるのむかいばし

の向橋」で、第2期は今回の「谷野虹夢
橋」となります。
　今回の竣工・開通式は、4つの橋の完成と日
向神区間の改良工事全体の竣工を祝うものとし
て行われました。これによって、地域医療や地
域福祉を支える重要な道路の安全な通行が確
保されるとともに、八女市東部地域の産業や豊
富な観光資源を活用した地域活性化が期待さ
れます。
　国道442号の改良については、同期成会が
「黒木バイパスの新設」や「黒木町木屋地区の
視距改良と本分地区の歩道整備」「矢部地区宮

ノ尾橋の早期掛け替え」等を国等に要望してい
ます。現在も事業が進められており、今後さら
なる利便性の向上が期待されます。
　関係者によるテープカットなどの式典の後、
飯干太鼓振興会が演奏する中、矢部村在住の
仁田原石義さんご家族3世代を先頭に渡り初め
が行われ、開通を祝いました。

①今回開通した「谷野虹
夢橋」。日向神ダム下流側
から②さくら橋、③鶴の
向橋、④出逢橋。

①

② ③

④
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可 2 月23日～ 3 月3日に立花町谷川梅林で開催
憐な梅花ほころぶ夢たちばな観梅会

　八女市内に春の訪れを告げる「夢
たちばな観梅会」が立花町の谷川
梅林一帯で行われました。今年は１
月からの暖冬の影響で開花が早まり
ましたが、道沿いの花は可憐にほこ
ろび、散策する人々の目を楽しませ
ていました。
　また、ワインセラー内のイベント

境竹明かりと雛人形でまつりのフィナーレを飾る
内を明るく照らす「宵の雛」

　2月10日㈰から3月10日㈰までの1か月間八女の町並
みを彩った「雛の里・八女ぼんぼりまつり」のフィナー
レとなる「宵の雛」が、3月9日㈯に福島八幡宮境内で
行われました。このイベントは今回で2回目で、八幡宮
の境内いっぱいに飾られた竹明かりと雛人形、生け花
が観光客を魅了しました。
　会場を訪れた人は、歓声をあげるとともに、一夜限
りの幻想的な美しさを残しておこうと、カメラやスマー
トフォンのシャッターを切っていました。

　桜の季節にはたくさ
んの人で賑わう千本桜
の日向神ダム湖畔。今
年も桜満開の時季を迎
えました。秋の紅葉も
観光客に楽しんでもら
おうと2月23日㈯、矢部
地域ボランティア団体
の昇盛会の会員50人により、モミジ苗30本（八女市
緑の募金助成事業支援）が新たに植栽されました。
あわせて、これまでに植栽された約500本の幼木の
下草刈りや河川内の葦の草刈が行われました。日向
神ダム湖畔や矢部川河川内景観がより美しくなり、
多くの観光客に絶景を楽しんでいただけるようにな
りました。

力作が出そろった
「竹Ｏ

ワ ン

ＮＥグランプリ」
　今年で15回目を迎えた「竹あかり幻想
の世界」では、ワインセラー入場者の投票
で竹あかりの魅力を競う「竹ＯＮＥグラン
プリ」を初開催。6団体からエントリーが
ありました。栄冠を掴んだのは、八女バン
ブー倶楽部の「いろいろの竹灯籠」（写
真上）。準優勝には玉名燈師の「たまな粋
燈」（下）が選ばれました。その他の出品
作品は八女市ＨＰに掲載しています。

「竹あかり幻想の世界｣＆竹ＯＮＥ
グランプリでは多くの人の手によっ
て生み出された竹あかりがセラー内
を幻想的に照らし出し、来場者を魅
了していました。そのほか、ステー
ジイベントでは元気いっぱいの児童
のダンスやライブ演奏などが催され
ました。

ボ絶景の日向神ダム湖畔を皆さまへ
ランティア50人が苗木を植栽
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少第 42 回八女市星野少年剣道大会結果
年剣士の熱い戦い

　2月16日㈯、星野小学校屋内運動場で「第42回八女
市星野少年剣道大会」が開催され、少年剣士により熱
戦が繰り広げられました。
　試合結果は次のとおり（敬称略）。
【小学１年生の部】優勝：髙木里衣紗、【小学３年生
の部】優勝：田中慶治郎、準優勝：末﨑颯人、【小学
５・６年生の部】優勝：山本青波、準優勝：田中莉緒
※１年生の部の準優勝はありません。2年生、4年生の
部は開催されていません。

相全国大会出場記念表敬訪問
撲で全国大会出場

　高知県で3月16日㈯から17
日㈰にかけて開催された「平
成30年度全国高等学校相撲
選抜大会（第70回全国高等学
校相撲新人選手権大会）」に
出場する伊藤宏次朗さん（八
女市岩崎：博多高校2年）が、
2月28日㈭に橋本教育長を表
敬訪問しました。伊藤さんは、11月4日㈰に行われた
福岡県高等学校相撲競技新人大会の個人無差別級
で2位となり全国大会出場を決めたものです。
　教育長から全国大会出場への激励を受けた伊藤さ
んは、「県大会では、準決勝でけがをしたため決勝を
棄権した。全国大会はトーナメント形式で、一回負け
たら終わり。怪我などのアクシデントにも注意して、
一つでも上にいけるようにがんばりたい」と全国大会
への決意を述べました。

ざ九州・沖縄ブロック表彰式
ぶん賞2018、市内45人が入賞

　生命の源である「水」や「生命」「環境」を主題に
した小中学生の創作文コンクール「ざぶん賞2018」第
12回福岡県地区表彰式が3月2日㈯、黒木地域交流セ
ンター「ふじの里」で行われました。今年は県内の小
中学校から1371点、全国から8798点の作品が寄せられ
ました。市内学校在学の受賞者45人を紹介します（敬
称略・学年は受賞時の学年）。
【全国表彰】▽ざぶん環境賞 森結々子（黒木小3年）
▽ざぶん環境賞 中嶋遥（立花中3年）【九州・沖縄ブ
ロック表彰（特別賞）】松雪月咲（三河小4年）、髙
山紗希（矢部小5年）、堀川裕矢（長峰小5年）、原口
ひなの（星野小6年）、東舞花（黒木西小6年）、菊池
由唯（輝翔館中3年）、西原千尋（輝翔館中3年）【福
岡県地区表彰】▽福岡県知事賞　髙山まお（矢部小2
年）▽うみまる賞　縄田椿稀（八女学院中1年）▽八
女市長賞　山田奈那実（八女学院中1年）▽八女市教
育長賞　小野彩葉（立花中1年）▽八女市議会議長賞
　大橋優（八女学院中2年）▽矢部川漁業協同組合長
賞　森山夢音（上陽北汭学園5年）▽福岡県八女森林
組合長賞　田中龍斗（八女学院中2年）▽福岡県八女
農業協同組合長賞　髙木芳夏（星野小5年）【矢部川
ざぶん環境賞】山口かこ（星野小1年）、佐伯司（岡山
小6年）江崎帆春（八女学院中1年）、城代胡桃（輝翔
館中1年）、林和哉（黒木中1年）、今村日々歌（星野
中2年）、月足拓未（立花中2年）、中島蒼衣（八女学
院中2年）、東さくら（八女学院中2年）、山口華菜（星
野中2年）、山口裕斗（見崎中3年）【矢部川ざぶん文

化賞】矢部詩（福島小1年）、山口けんと（星野小1年）、
石井きあら（川崎小2年）、久冨照希（筑南小2年）、本江
舞子（星野小3年）、黒田ゆきの（忠見小4年）、石川明佳
音（上妻小5年）、小森愛弓（輝翔館中1年）、宋縁俐（輝
翔館中1年）、岩永幸愛（見崎中2年）、下田青葉（輝翔館
中2年）、堤由香（輝翔館中2年）、益本沙絵子（八女学院
中2年）、牟田うらら（八女学院中2年）、今村聡美（八女
学院中3年）、田村鴻明（八女学院中3年）、中山遥香（八
女学院中3年）。
◆全国表彰受賞者が教育長に報告
　3月7日㈭、さぶん賞全国表
彰（ざぶん環境賞）受賞者の
森結々子さん（左）と中嶋遥
さん（右）が橋本教育長に受
賞を報告しました。教育長は
「今回の受賞を一生の宝物と
してください。良い文章を書
くには体験が必要。多くの体
験をして感性を磨いてくださ
い」と受賞をたたえました。
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。
一
服
し
た
あ
と
に
座

禅
と
写
経
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

◦
日
時
＝
４
月
14
日
㈰
13
時
～

18
時

◦
茶
券
代
＝
▽
大
人
５
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
２
０
０
円

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
開
運
寺

（
立
花
町
北
山
５
４
２
１
）
☎
２

３
・
０
７
１
０

　

今
回
は「
僕
が
み
て
き
た
中
東
、

ヨ
ル
ダ
ン
」
と
題
し
、
鬼
丸
武

士
さ
ん
（
元
青
年
海
外
協
力
隊
）

の
講
演
。
参
加
無
料
。
定
員
40

人◦
日
時
＝
４
月
16
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　

初
心
者
教
室
受
講
生
の
卒
業

記
念
演
奏
か
ら
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

や
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
４
月
20
日
㈯
18
時
30

分
開
演

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
曲
目
＝
イ
エ
ス
タ
デ
イ
・
ワ
ン

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

出
店
者
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
４
月
14
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
４
月
14
日
㈰
７
時
30

分
、
立
花
体
育
館
集
合
（
約
２

時
間
）

◦
コ
ー
ス
＝
立
花
体
育
館
～
べ
ん

が
ら
村
～
千
間
土
居

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

江
戸
千
家
八
女
不
白
会
と
開

午
後
の
２
回
／
し
お
り
、
コ
ー
ス

タ
ー
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
ブ
ロ
ー
チ

他
（
各
有
料
）
が
作
れ
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
を

お
持
ち
の
人
は
「
お
ぼ
ろ
月
夜
」

「
野
な
か
の
バ
ラ
」
ほ
か
を
一
緒
に

演
奏
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無

料
。

◦
日
時
＝
４
月
13
日
㈯
14
時
～

16
時

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ハ
ー
モ

ニ
カ
『
竹
取
物
語
』
末
石
さ
ん

（
☎
２
３
・
３
３
６
６
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

　

花
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
よ
う

に
、
押
し
花
で
作
品
を
制
作
し

ま
し
た
。花
の
優
し
さ
や
美
し
さ
、

力
強
さ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て

く
だ
さ
い
。
入
場
料
無
料
。

◦
期
日
＝
４
月
６
日
㈯
～
５
月

６
日
㉁
９
時
～
17
時
※
８
日
㈪
、

15
日
㈪
、
22
日
㈪
は
休
館

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
押
し
花
体
験
会
＝
４
月
７
日

㈰
、
14
日
㈰
、
21
日
㈰
、
28
日

㈰
、
29
日
㈷
、
30
日
㉁
の
午
前
・

八
女
軽
ト
ラ
市

お
知

ら
せ

第
62
回
地
域
活
動
講
演
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

「
Ｕ
Ｇ
Ｅ
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
」
～
春
の
発
表
会
～

み
ん
な
で
歌
お
う
ボ
ン
モ
マ
ン

「
花
と
お
し
ゃ
べ
り
」２
０
１
９

八
女
押
し
花
教
室
作
品
展

山
寺
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
新
緑
茶
会

ス
モ
ア
、
オ
リ
ー
ブ
の
首
飾
り
、

ほ
か 

◦
客
演
指
揮
＝
深
町
宏

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｕ
Ｇ
Ｅ
野
田
楽

長
（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
保
存

会
で
は
伝
統
芸
能
を
継
承
す
る

た
め
に
、お
囃
子
を
学
習
す
る「
子

ど
も
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

◦
内
容
＝
三
味
線
・
鼓
・
太
鼓
を

練
習
し
、
秋
の
本
公
演
時
に
発

表
し
ま
す
。

◦
日
程
＝
５
月
～
９
月
毎
週
土
曜

日
（
全
18
回
）

◦
対
象
＝
市
内
の
小
学
生
（
５
・

６
年
生
）、
中
学
生

◦
定
員
＝
20
人
程
度

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

３
階
和
室
ほ
か

◦
受
講
料
＝
無
料

◦
申
込
締
切
＝
４
月
19
日
㈮

◦
申
込
方
法
＝
①
三
味
線
コ
ー
ス

②
鼓
・
太
鼓
コ
ー
ス
を
指
定
し
て

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
楽
器
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は

貸
し
出
し
が
あ
り
ま
す
。

◦
申
込
＝
文
化
振
興
課
文
化
係

（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」

子
ど
も
教
室 教

室
・
講
座

消費税軽減税率制度
ビデオ上映会
　軽減税率制度についてのパンフ
レットを配付し、内容をビデオで
説明します。各回（１日３回）全
て同じ内容です。各回の間に軽減
税率制度についてのドラマ仕立て
の動画（国税庁ＨＰでも視聴可）
も上映します。筆記用具を持参く
ださい。駐車場台数に限りがあり
ますので、公共交通機関等をご利
用ください。
◦日程＝【４月】８日㈪、15日㈪、
22日㈪

【5 月】13日㈪、15日㈬、20日㈪、
22日㈬、27日㈪、29日㈬

【6 月】3 日㈪、5 日㈬、10 日㈪、
12日㈬、17日㈪、19日㈬、24日
㈪、26日㈬
◦時間＝① 10 時～ 10 時 51分
② 13 時 20 分～ 14 時 11分
③ 15 時 20 分～ 16 時 11分
◦場所＝八女税務署１階小会議室
◦定員＝各回9人程度。人数によっ
ては受講できない場合があります。
◦問い合わせ＝八女税務署（☎
23・5191※代表電話につき音声
案内に従い「２」を選択）
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26

さ
い
。 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
庁
保
護
・
援

護
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３

３
０
１
）

　

受
験
料
、
受
講
料
無
料
。
教

科
書
代
等
実
費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
等
対
象
。
申
込
書

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

①
Ｏ
Ａ
簿
記
初
級
・
中
級
連
続

養
成
科
１
期
（
定
員
25
人
）

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

◦
入
校
選
考
＝
５
月
13
日
㈪

◦
訓
練
会
場
＝
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー

ル
Ｐ
Ｃ
ワ
ー
ク
ス（
筑
後
市
長
崎
）

②
介
護
職
員
実
務
者
研
修
科

（
定
員
20
人
）

◦
入
校
選
考
＝
５
月
14
日
㈫

◦
訓
練
会
場
＝
デ
ィ
ア・ラ
イ
フ
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
久
留
米
校

③
ガ
ー
デ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
科

（
定
員
15
人
）

◦
入
校
選
考
＝
５
月
15
日
㈬

◦
訓
練
会
場
＝
久
留
米
市
植
木

農
業
協
同
組
合

①
～
③
共
通

◦
訓
練
期
間
＝
６
月
～
11
月

◦
申
込
締
切
＝
４
月
25
日
㈭

◦
選
考
方
法
＝
学
科
・
面
接

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝

県
住
宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑

後
管
理
事
務
所
お
よ
び
大
牟
田

出
張
所
、
市
役
所
都
市
計
画
課
、

各
支
所
窓
口
※
一
部
の
県
営
住
宅

に
つ
い
て
、
申
込
順
で
入
居
者
を

決
定
す
る
「
常
時
募
集
」
を
開

始
し
て
い
ま
す

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者

を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集
し

ま
す
。

◦
巡
拝
予
定
地
域
＝
▽
ア
ッ
ツ
島

６
月
20
日
～
27
日
▽
モ
ン
ゴ
ル
国

９
月
２
日
～
９
日
▽
イ
ル
ク
ー
ツ

ク
州
９
月
15
日
～
24
日
▽
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
地
方
９
月
17
日
～
26
日

▽
沿
海
地
方
10
月
８
日
～
12
日

▽
中
国
東
北
地
方
９
月
４
日
～

13
日
▽
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
９
月
７
日

～
14
日
▽
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
９

月
28
日
～
10
月
５
日
▽
イ
ン
ド

10
月
７
日
～
12
日
▽
マ
リ
ア
ナ
諸

島
12
月
５
日
～
12
日
▽
フ
ィ
リ
ピ

ン
２
月
12
日
～
19
日
▽
硫
黄
島

（
第
１
次
）
11
月
中
旬
▽
硫
黄
島

（
第
２
次
）
２
月
中
旬

※
今
後
変
更
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

今
年
度
第
１
回
定
期
募
集
の

受
付
を
４
月
10
日
㈬
か
ら
４
月

26
日
㈮
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募

集
案
内
（
申
込
書
）
は
４
月
10

日
か
ら
八
女
市
役
所
本
庁
・
各

支
所
の
担
当
係
に
て
配
布
し
ま

す
。
詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を

超
え
る
場
合
は
抽
選
（
公
開
）。

入
居
申
込
資
格
等
は
募
集
案
内

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
▽
黒
木

支
所
建
設
課（
☎
４
２・１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
課
（
☎
２
３
・

４
９
３
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽

矢
部
支
所
建
設
経
済
課（
☎
４
７・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
お
よ
び

受
付
期
間
＝
４
月
８
日
㈪
～
４

月
19
日
㈮

　

２
年
に
１
回
開
催
し
て
い
る
基

礎
講
座
で
す
。

◦
期
間
＝
５
月
10
日
～
11
月
１

日
、
毎
週
金
曜
日
（
全
25
回
）

※
８
月
16
日
は
休
講
。

◦
時
間
＝
19
時
30
分
～
21
時
30

分
（
２
時
間
）

◦
会
場
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館
２
階
会
議
室
（
本
町
５
９
９
）

◦
対
象
＝
中
学
生
以
上
（
原
則

と
し
て
市
内
に
住
む
人
か
市
内
に

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
で
、
手

話
経
験
が
１
年
以
上
２
年
未
満

の
人
。
ま
た
は
入
門
課
程
を
修
了

し
た
人
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
が

必
要
な
人
は
３
千
円
必
要
）

◦
定
員
＝
20
人
程
度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
先
着
順
）

◦
申
込
締
切
＝
４
月
26
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課

し
ょ
う
が
い
者
福
祉
係
（
☎
２
３・

１
３
３
５
／
O
２
２
・
７
０
９
９
）

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
情

報
提
供
を
支
援
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る

た
め
の
、
要
約
筆
記
者
の
養
成

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
今
年
４
月
１
日
現

在
、
福
岡
県
在
住
の
18
歳
以
上

で
、
県
内
で
要
約
筆
記
者
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
人

◦
期
間
＝
５
月
開
講
予
定
（
約
８

か
月
間
）

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
）

◦
定
員
＝
40
人
程
度

◦
参
加
費
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
別
途
必
要
）

◦
申
込
＝
社
会
福
祉
法
人
福
岡

県
聴
覚
障
害
者
協
会
（
☎
０
９

２
・
５
８
２
・
２
４
１
４
／
O
０

９
２
・
５
８
２
・
２
４
１
９
※
火

曜
日
～
日
曜
日
の
９
時
～
17
時

◦
締
切
＝
４
月
中
旬
※
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
福
岡
県

聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ギ
タ
ー
を
始
め
よ
う

と
い
う
人
に
、
ギ
タ
ー
の
初
歩
か

ら
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦
練
習
日
＝
５
月
７
日
㈫
か
ら
１

年
間
。
毎
週
火
曜
日
20
時
～
21

時
ま
で
。（
※
開
講
式
は
５
月
７

日
㈫
20
時
～
お
り
な
す
八
女
）

◦
練
習
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｕ
Ｇ
Ｅ
野
田
楽

長
（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

県
営
住
宅
入
居
者
（
抽
選
方
式
）

就
業
支
援

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

平
成
31
年
度
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
「
基
礎
編
」

福
岡
県
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

平
成
31
年
度
第
１
回
市
営
住
宅

第
43
回
Ｕ
Ｇ
Ｅ
初
心
者
の

た
め
の
ギ
タ
ー
教
室
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◦
試
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
久

留
米
高
等
技
術
専
門
校
（
☎
０

９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
で
は
、
精
神
科
の
専
門
医
師

や
保
健
師
が
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
や

病
気
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
心
配
事
は
一
人
で
考
え

ず
、
専
門
家
に
相
談
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
秘
密
厳
守
、

費
用
無
料
。
予
約
制
。

◦
日
時
＝
第
１
・
２
・
３
・
４
週

の
月
曜
日
、
14
時
30
分
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
総
合
庁
舎

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
精
神
保
健
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　

司
法
書
士
と
税
理
士
が
相
続

に
関
す
る
法
律
・
税
務
の
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。
相
談
時
間

30
分
。
申
し
込
み
は
不
要
で
、
先

着
順
に
な
り
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
４
月
６
日
㈯
13
時
～

17
時
（
受
付
は
16
時
ま
で
）

◦
場
所
＝
久
留
米
市
役
所
３
階

会
議
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
司
法
書

　

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
入
賞
メ
ダ
ル
を
小
型
廃

家
電
に
含
ま
れ
る
資
源
か
ら
作

る
と
い
う
国
を
挙
げ
て
行
わ
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（「
都
市
鉱
山

か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）
は
、
メ
ダ
ル

製
作
に
必
要
な
金
属
量
を
確
保

で
き
る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終

了
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
平

成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
10

月
末
ま
で
の
八
女
市
の
小
型
廃

家
電
の
総
収
集
量
は
、
約
79
ト

ン
（
人
口
一
人
あ
た
り
約
１
・
２

㌔
㌘
）
で
、
県
内
２
位
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。（
公
表
さ
れ

て
い
る
最
新
値
）。
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

八
女
市
で
は
、
今
後
も
小
型

廃
家
電
の
分
別
・
資
源
化
に
継

続
し
て
取
り
組
み
、
資
源
循
環

型
社
会
の
形
成
を
進
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
（
☎
２

３
・
１
４
６
２
）

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、見
崎
中
、

上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、

土
地
ま
た
は
家
屋
の
縦
覧
帳
簿

（
土
地
の
場
合
は
、
所
在
・
地

番
・
地
目
・
地
積
・
価
格
を
記

載
）
を
縦
覧
で
き
ま
す
。（
所
有

す
る
固
定
資
産
が
非
課
税
、
ま

た
は
免
税
点
未
満
の
人
は
縦
覧

で
き
ま
せ
ん
）。
縦
覧
を
希
望
す

る
人
は
、「
運
転
免
許
証
」
や
「
健

康
保
険
証
」
な
ど
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理

人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
と

「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。
手
数

料
は
無
料
で
す
。

　

本
庁
で
は
八
女
市
内
全
域
分

を
、
各
支
所
で
は
支
所
管
内
分

の
み
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
１
日
㈪
～
５
月
31

日
㈮
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
、

土
・
日
・
祝
日
除
く
。
本
庁
は
水

曜
日
の
み
19
時
ま
で
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

士
会
筑
後
支
部
事
務
局
（
☎
０

９
４
２
・
３
２
・
６
６
４
１
（
平

日
10
時
～
16
時
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。
利
用
し
た
い
人
は
必
ず
利

用
者
の
会
（
前
も
っ
て
団
体
登
録

が
必
要
）に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
５
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
４
月
20
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、

精
神
保
健
福
祉
相
談

司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る

相
続
合
同
相
談
会

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

に
つ
い
て

4 月24 日㈬開催予定の「心理士によるこころ
の相談」は都合により変更になりました。
≪変更後≫ 4 月 25 日㈭ 13 時 30 分～ 15 時
30 分／おりなす八女研修棟  ※予約制
◦予約先＝健康推進課（☎ 23・1352）

心理士によるこころの相談の変更について

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

の
お
知
ら
せ

　４月１日から「女性のための相談」窓口を
開設します。女性のさまざまな悩みに女性相
談員がお話しを聞き、あなたとともに考えま
す。相談料は無料です。秘密は厳守されます。
一人で悩まず、まずはご相談ください。

《例えばこんな心配がある時 ･･････》
　　
■ 夫や恋人からの暴力や暴言（ＤＶ）などに
悩んでいる。
■ 夫婦間、男女間の問題や家族のことで相談
したい。
■ 職場でのセクシャル・ハラスメントなど人
間関係に悩んでいる。
■ 自分らしい生き方ってどんなこと。
■ このごろ不安や孤独でどうしていいかわか
らない。
◦相談電話番号＝２３・１３１４
　　　（男女共同参画推進課）
◦相談日時＝毎週月～金曜日9 時～ 17 時

（祝日・12 月29日～１月３日は除く）

「女性のための相談」を開設

広報八女 2019.4.127
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火災出火件数  0件 （3件）
救急出動件数 256件 （581件）
救急搬送人数 245人 （558人）

人身事故発生件数 24件 （52件）
傷　　者 24人 （55人）
死　　者 0人 （  1人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 63,659 (-30)
男 30,067  (-6)
女 33,592  (-24)

世帯数 24,875  (+16)
　※（　）内は前月比

出生 38 人 死亡 87 人
転入 183 人 転出 164 人

▼ 2 月の交通事故の状況

▼ 2 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（3 月1日現在）

▼ 2 月の異動

納期限・口座振替日は5月7日㈫
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦住宅使用料（4 月）◦保育料（4 月）
◦水道料金・下水道使用料（1期）
◦農業集落排水施設使用料（1期）
◦市管理水面・道路占用料

4月に
納める
もの

【第 5 回筑後七国酒文化博】
◦日時＝ 4/6 ㈯ 12:00 ～ 18:00 ◦場所・
問＝九州芸文館（☎ 0942・52・6435）

【中山大藤まつり】
◦日にち＝ 4/15 ㈪～ 28 ㈰◦場所＝中山
熊野神社・立花いこいの森公園◦問＝柳
川市観光課（☎ 0944･73･8111）

【くもで網、むつごろう釣り体験オープン】
◦日程＝ 4 月～ 10 月◦場 所＝有明 海
堤防沿い◦問＝むつごろうランド（☎
0944･72･0819）

【大川春の木工まつり】
◦日時＝ 4/13 ㈯～ 14 ㈰ 9:00 ～ 18:00
◦会場＝大川産業会館他◦問＝同実行委
員会（☎ 0944・87・2090）

【小保・榎津藩境まつり】
◦日時＝ 4/20 ㈯ 9:00 ～ 17:00 ／ 21 ㈰
9:30 ～ 16:30 ◦会場＝藩境のまち広場
◦問＝同保存会（☎ 0944・87・0931）

【清水山ぼたん園】
◦日時＝ 4/10 ㈬～ 4 月末日 9:00 ～ 17:00
◦場所＝清水山ぼたん園◦入園料＝大人
300 円、中学生以下無料◦問＝みやま市
観光開発協議会（☎ 0944・63・8000）

【道の駅おおき開駅 9 周年感謝祭】
◦日時＝ 4/7 ㈰ 10:00 ～ 16:00 ◦場所・
問＝道の駅おおき（☎ 0944・75・2150）

【春のかすり祭り】◦日時＝ 4/27 ㈯～
29 ㈷ 9:00 ～ 17:00 ◦会場＝広川町産業
展示会館◦問＝ひろかわ藍彩市場（☎
32･5555）

大川市

みやま市

広川町

大木町

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国 　

総
務
省
統
計
局
と
福
岡
県
で

は
、
毎
月
労
働
力
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
労
働
力
調
査
は
、

我
が
国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
あ
り
、
政
府
や
都
道

府
県
の
雇
用
・
失
業
対
策
の
た

め
に
不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象

は
、
無
作
為
に
ど
な
た
に
も
選

定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

統
計
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅

に
調
査
の
お
願
い
に
伺
っ
た
際
に

は
、
説
明
を
お
聞
き
の
上
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

け
し
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、

色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ

ま
す
が
、
麻
薬
の
原
料
と
な
る
た

め
、「
あ
へ
ん
法
」「
麻
薬
及
び
向

精
神
薬
取
締
法
」
に
よ
り
、
栽

培
や
所
持
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
種
類
が
あ
り
ま
す
。
花
が
美

し
い
た
め
、
違
法
と
知
ら
ず
に
、

住
宅
の
庭
先
な
ど
に
植
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
見
か
け

た
人
は
、
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
ま
た
は
最
寄
り
の
警

察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
…

ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
、
セ
テ
ィ
ゲ

ル
ム
種
、
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ

（
植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」

の
特
長
） 

▽
茎
は
、
太
く
し
っ
か
り
し
て
お

り
、
大
き
い
も
の
は
草
丈
が
１
㍍

以
上
に
な
る
。

▽
葉
や
茎
な
ど
の
外
観
は
、
キ
ャ

　

寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
過
ご
し

や
す
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
例
年
、
こ
の
時
季
は

林
野
火
災
（
山
火
事
）
や
そ

の
他
の
火
災
（
枯
草
な
ど
の

火
災
）
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

風
が
強
く
、
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
こ
の
時
季
、
小
さ
な

火
で
も
大
き
な
火
災
に
つ
な

が
り
ま
す
。
野
焼
き
（
寄
せ

焼
き
）
や
火
入
れ
は
控
え
、

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
貴
重
な
自
然

や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　
　
（
八
女
消
防
本
部
）

林
野
火
災
・
そ
の
他
の

火
災
予
防
に
ご
協
力
を
！

ベ
ツ
の
よ
う
な
白
味
を
帯
び
た
緑

色
を
し
て
い
る
。

▽
葉
、
茎
、つ
ぼ
み
の
表
面
に
は
、

ほ
と
ん
ど
毛
が
な
い
。

▽
葉
は
、
茎
を
巻
き
込
む
よ
う
に

つ
い
て
い
る
。

▽
花
は
白
、
ピ
ン
ク
、
赤
、
う
す

紫
色
で
、一
重
咲（
花
び
ら
4
枚
）、

八
重
咲
が
あ
る
。

▽
花
期
が
終
わ
る
と
長
円
形
ま

た
は
円
形
の
か
な
り
大
き
な
さ
く

果
（
け
し
ぼ
う
ず
）
を
つ
け
る
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
企
画
指
導
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

労
働
力
調
査
に
ご
理
解
を

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

大麻・けしの
見分け方

（厚生労働省）
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予約

無料法律相談
◦ 4 月18日㈭ 、5 月9日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 4 月12 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館 
　※予約☎ 23・0294
◦ 4 月19 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 4 月 26 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 4 月19 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦4月22日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦4月5日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月10日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦4月12日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦4月4日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月17日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月8日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦4月16日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月10日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦4月19日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月12日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦4月3日㈬、17日㈬ 
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館

◦4月17日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦4月10日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦4月24日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
日本政策金融公庫相談会
◦4月5日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦4月8日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦4月15日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦4月16日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦4月12日㈮・16日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月16日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦4月11日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月11日㈭ 11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦4月25日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談

（男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）

家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦ 4月16日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183

教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00 ～ 17:00 ／
　☎092・513・7337
福岡県あすばる女性相談ホットライン
◦ 平日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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おたんじょうびおめでとう

満１歳のお子さまの写真を募集し
ています。（ただし、市内に住民登
録があるか実際に住んでいる人に
限る）。氏名・生年月日・住所・簡
単なコメント（30字以内）・電話番
号を添えて、誕生日前月の7日まで
に直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。なお、応募
多数の場合は先着順とさせていた
だきます。◦申し込み＝企画政策
課秘書広報係（☎23・1110）

祝
１
歳
♡
兄
妹
仲
良
く
元
気
い
っ
ぱ

い
大
き
く
な
っ
て
ね
。
毎
日
笑
顔
あ

り
が
と
う
。

近藤 嬉
き か

花ちゃん

Ｈ30年4月2日生（室岡）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
一
緒
に
笑
っ

て
過
ご
そ
う
ね
♡

吉開 大
た お

桜ちゃん

Ｈ30年4月2日生（矢部村）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

笑
顔
い
っ
ぱ
い
、元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ

て
ね
。

永田 陽
ひ な と

斗ちゃん

Ｈ30年4月2日生（本）

り
な
ち
ゃ
ん
、
１
歳
お
め
で
と
う
♡

お
兄
ち
ゃ
ん
達
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
☆

橋本 莉
り な

奈ちゃん

Ｈ30年4月3日生（黒木町）

大
叶
、
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
元
気
イ
ッ
パ
イ
に
育
っ

て
ね
！

山中 大
ま さ と

叶ちゃん

Ｈ30年4月10日生（柳瀬）

祝
１
歳
♡
真
菜
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て

来
て
く
れ
て
幸
せ
だ
よ
♡
あ
り
が
と

う
！

平田 真
ま な

菜ちゃん

Ｈ30年4月6日生（吉田）

元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

み
は
な
ち
ゃ
ん
♡
生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
♡

増永 望
み は な

花ちゃん

Ｈ30年4月5日生（忠見）

４
月
か
ら
保
育
園
で
す
。

み
ん
な
仲
良
く
し
て
ね
。

山本 暖
は な

心ちゃん

Ｈ30年4月25日生（室岡）

バ
ナ
ナ
大
好
き
り
く
く
ん
１
歳
お

め
で
と
う
♡
す
く
す
く
大
き
く
な
ぁ

れ
！

加藤 稟
り く

工ちゃん

Ｈ30年4月24日生（龍ヶ原）

ま
い
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う
♡

ゆ
い
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
。

森田 真
ま い

衣ちゃん

Ｈ30年4月4日生（龍ヶ原）

１
歳
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、
た
く
ま
し

く
育
っ
て
ね
♡

近藤 楓
ふ う ま

真ちゃん

Ｈ30年4月25日生（立花町）

　
八
女
市
は
３
月
19
日
、
フ
ァ
ー
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社
（
山

﨑
佳
一・
代
表
取
締
役
社
長
）
と
「
防
災
情
報
等
の
提
供
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
県
内
の
自
治
体
で
は
２
番
目
で
す
。

同
社
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
「
防
災
情
報
全
国
避
難

所
ガ
イ
ド
」
を
開
発
し
、
独
自
の
技
術
で
地
域
社
会
の
安
全
安
心

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
本
市
は
、
平
成
24
年
九
州

北
部
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
教
訓
か
ら
、

防
災
体
制
の
整
備
や
防
災
品
の
備
蓄
の
ほ
か
、
物
資
の
供
給
や
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
等
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
１
６
０
以
上
の
企
業
や

団
体
と
災
害
応
援
協
定
を
結
び
、
日
頃
か
ら
非
常
時
に
備
え
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
回
の
協
定
締
結
は

大
変
あ
り
が
た
く
、
被
災
経
験
市
と
し
て
と
て
も
心
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
▼
最
近
は
、
多
く
の
方
々
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
（
位
置
情
報
測
位
）
機
能
が
搭
載
さ
れ
た
機
器
を
お
持
ち
で
す
。

今
後
、
同
社
の
ア
プ
リ
を
活
用
す
れ
ば
、
災
害
時
に
危
険
箇
所
や

安
否
の
確
認
、
情
報
提
供
等
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

ア
プ
リ
に
は
全
国
の
避
難
所
13
万
か
所
以
上
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

旅
先
で
の
万
が
一の
時
で
も
、
現
在
地
か
ら
一
番
近
い
避
難
所
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
心
臓
を
正
常
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
）
設
置
場
所
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
▼
平
成
24
年
以
降
も
熊
本
地
震
や
西
日
本

豪
雨
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
全
国
各
地
で
大
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
行
政
の
使
命
と
し

て
、
災
害
時
に
市
民
の
命
を
守

り
、
平
常
時
に
も
安
全
に
安
心

し
て
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
今

後
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

安全安心の
さらなる
充実へ

市長コラム54

▼
新
年
度
を
迎
え
、
私
に
と
っ

て
初
め
て
と
な
る
後
輩
職
員

が
、
市
役
所
に
入
庁
し
ま
し
た
。

社
会
人
の
模
範
と
な
れ
る
よ
う

研
鑽
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｙ
）

▼
今
号
の「
美
し
い
村
探
訪
」は

宮
崎
県
椎
葉
村
。
ヤ
マ
メ
釣
り

に
20
年
来
通
っ
て
い
ま
し
た
が

こ
こ
数
年
足
が
遠
の
い
て
い
ま

し
た
。今
年
は
無
心
に
な
っ
て
沢

を
歩
き
、魚
影
を
追
い
か
け
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
平
成
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
な
ご

り
惜
み
つ
つ
も
、
新
し
い
時
代
、

安
全
で
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
と
願
い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）


